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このレポートについて

このレポートでは、FY30 までにクライメートポジティブを実
現するというイケアのコミットメントと比較した FY22 の実績
についてまとめています。クライメート（気候）へのコミット
メントは、イケアのサステナビリティ戦略およびピープル・
アンド・プラネット・ポジティブの鍵となる要素です。このレ
ポートでは、イケアのバリューチェーンおよびフランチャイズ
システム全体でのさまざまな活動に加えて、進捗状況を評価
するために現在進行している取組みについても最新情報を
紹介します。イケアのクライメートレポートは、Inter IKEA 
Group1 が発行しています。

今回の報告期間は、2021 年 9 月 1 日から 2022 年 8 月 31 日
までの 2022 事業年度（FY22）です。パーセンテージの数値
は四捨五入のため、合計が 100％にならない場合があります。

イケアのビジネスとは、イケアブランドのもとで活動するすべ
ての事業体が行うビジネス活動を指します。このレポートに
おける「私たち」とは、イケアのビジネスを指します。イケア
のバリューチェーンには、原材料の調達や採取、製品の製造・
輸送、イケア店舗でのリテール事業、お客さまのご来店、家
での製品の使用、製品の廃棄が含まれます。

イケアのビジネスが長期にわたり成長・発展できるように、
私たちはフランチャイズシステムを採用しています。これによ
り、財務基盤が安定するだけでなく、フランチャイジーが新
しい市場やアイデアに挑戦し、検証と探求を重ねていける環
境が実現します。私たちは、これからも力を合わせてイケア
ブランドの発展に努めてまいります。

イケアのサステナビリティレポート FY22 の全文を読む

1 Inter IKEA Group は、Inter IKEA Holding B.V. と全関連会社で構成されていま
す。Inter IKEA Holding の全関連会社の概要は、こちらをご覧ください。

目次

https://www.inter.ikea.com/en/this-is-inter-ikea-group/our-business-in-brief
https://www.inter.ikea.com/en/this-is-inter-ikea-group/our-business-in-brief
https://about.ikea.com/en/about-us/the-ikea-franchise-system

https://about.ikea.com/en/about-us/the-ikea-franchise-system
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地球の気温上昇を産業革命以前と比較して
1.5° C 以内に抑えるために、世界に残された
カーボンバジェット（炭素予算）の期間は 6 年
です。1 目に見える結果を達成するための対策
を取ることが、かつてないほど重要になってい
ます。

私たちは、完全なバリューチェーン・アプローチを採用し、
クライメートポジティブの実現と公正な移行の確保に向け
て、自らの役割を全力で果たします。2 科学に基づいた確か
な目標を設定し、その帰結を理解することが重要です。私た
ちは現在、「科学に基づく目標設定イニシアチブ」（SBTi、
Science Based Targets initiative）のネットゼロ基準のビ
ジネスへの影響を評価しています。

FY22 のイケアのクライメートフットプリントは、CO2 換算で
推定 2,580 万トン。昨年と比較して 5％、ベースラインの
FY16 と比較して 12％の絶対排出量の削減です。これは、少
なくとも 15％の絶対排出量を削減するという FY30 に向けた
現在の目標に着実に進んでいることを意味します。相対的な
クライメートフットプリントも、ベースラインと比べて 20％
削減しました。3 イケアのクライメートフットプリントのこの
削減は、主にリテールおよび生産事業の再生可能エネルギー
の増加と、よりエネルギー効率に優れた商品展開、特に
SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球によるものです。
 
SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球シリーズは、これまで
でもっともエネルギー効率に優れたイケアの LED 電球なだ

けでなく、価格も以前のイケアの LED 電球よりもお手ごろ
なので、より多くの人々にエネルギー効率に優れたソリュー
ションをご自宅でお使いいただけます。この開発は、多くの
市場で電気料金が高騰している時代には特に重要です。ま
た、プラントボールやベジドッグなどのプラントベース（植物
由来）食品の売上の割合が増加傾向にあります。

イケアのリテール事業およびその他の業務全体で再生可能
エネルギーを 100％使用する目標に向けた取組みは、FY22
も継続しました。イケアのリテール事業およびその他の業務
の再生可能エネルギー使用率は、FY21 の 57％から 64％に
増加しました。現在、イケアリテールの 24 の市場において、
再生可能電力使用率 100％を達成しています。イケアリテー
ルとその他の業務では、オーストリアとスペイン（本土）で
再生可能電力使用率 100％を達成し、中国では大幅に前進
しました（FY21 の 8％から FY22 の 98％）。

製品の製造における再生可能電力使用率も、FY21 の 52％
から F22 の 64％に増加しました。FY21 には、イケアのサプ
ライヤーが再生可能電力を購入できるようにするプログラム
を開始しました。最初に重視したのは、電力消費によるクラ
イメートフットプリントがもっとも高い 3 つの市場、中国、
インド、ポーランドでした。このプログラムはよい結果を生
み出しているので、FY23 には市場を追加して展開していく
予定です。

イケアの原材料のクライメートフットプリントの重要な課題
は、正確で完全なデータの確保、設定目標に対する進捗お

1 グローバルコモンズと気候変動に関するメルカトル研究所、「Remaining carbon budget（残余カーボンバジェット）」、1.5° C シナリオ、2022 
2 公正な移行とは、気候への影響を軽減しサーキュラーエコノミーに転換するための取組みが社会に与える影響に対処するものです。
3 FY22 につくられた製品の生産量は、ベースラインの FY16 と比べて 10％増加したものの、FY21 と比べると 1％の減少でした。イケア製品の生産量当たりの相対的なクライメートフットプリントは、ベースラインと比べて 20％（単位：トン、CO2 換算 / 生産量 m3） 

削減しました。
4 範囲：Inter IKEA Group およびフランチャイジーの Ingka グループのイケアリテール事業。

毎年透明性を高め、前進を続ける
よび実施した対策の影響の評価に関連しています。そのた
め、FY22 の原材料全体のクライメートフットプリントは、主
に生産量の成長率を使用した推定値のため、たとえば金属、
テキスタイル、コンフォート製品用素材に見られる改善を分
けて示すことはできません。つまり、公表された素材のクラ
イメートフットプリントは保守的に見積もった数値となり、リ
サイクルポリエステル 100％への大きな前進など、実際の商
品展開での進展を含めることはできませんでした。
 
製品輸送に関しては、EV100+ イニシアチブを通して、大型
車についても排出ガスゼロの電気トラックのみを使用すると
いうコミットメントを掲げています。以前のコミットメントも
合わせると、イケアのビジネスは 2025 年までに配送サービ
スをゼロエミッション車に切り替え 3、2040 年までに海上
輸送と大型車にも広げることを意味します。つまり将来は、
輸送による温室効果ガスまたは大気汚染の排出量はほぼゼ
ロになる予定です。

温室効果ガス（GHG）排出量の削減と大気汚染の改善には、
大きな相乗効果があります。イケアのピープル・アンド・プラ
ネット・ポジティブ戦略の一環として、私たちは、「大気汚
染物質を積極的に減らす」ことを目指していますが、これを
適切に定量化して目標を設定することができていません。こ
のレポートでは、バリューチェーン全体で発生する屋外大気
汚染の情報を開示する初めての企業の 1 つとなることで、率
先して行動を起こしています。私たちの分析を改善したり、
目標を設定したりするために必要な作業はまだありますが、
透明性のある方法で情報を共有することで、ほかの企業に

も気候変動と一緒に大気汚染にも取り組んでもらえるような
インスピレーションを与えたいと思っています。

イケアのクライメートポジティブを実現するコミットメント
は、1.5° C の目標に沿ってイケアのバリューチェーンのクライ
メートフットプリントを削減するだけでなく、イケアのビジネ
スの責任範囲を超えて社会全体の排出量の削減に貢献し、
しかもカーボンオフセットには頼らないことを意味します。
イケアの社会への貢献の一例は、イケアの最大のリテール
事業者、Ingka グループの SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 
家庭用太陽光発電です。今年さらに、ÅBÄCKEN/ オーベッ
ケン ミストノズルも発売しました。お客さまが家の蛇口から
流す水の使用量を最大 95％削減できます。

私たちの実績は、イケアのビジネス全体のコワーカー、サプ
ライヤー、パートナーがイケアのフットプリントのそれぞれ
の部分の削減に尽力した成果です。私たちは力を合わせて、
地球温暖化を 1.5° C に抑えることに貢献するのに必要な、
まだ残っている対策に取り組んでいきます。

Jon Abrahamsson Ring
チーフエグゼクティブオフィ
サー、Inter IKEA Group

Pär Stenmark
チーフサステナビリティオフィ
サー、Inter IKEA Group

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22 の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録

https://www.mcc-berlin.net/en/research/co2-budget.html


4 - イケアのクライメートレポート FY22

クライメートポジティブを実現する
イケアの責任範囲を超えて 

温室効果ガスを排出量以上に削減するために、イ
ケアは、自身のクライメートフットプリントとして
説明責任を負う範囲だけでなく、お客さま、サプ
ライヤー、調達地域のクライメートフットプリント
にまで拡大し、社会全体の削減に貢献します。「炭
素の除去と貯留」のためのガイダンスが整い、バ
リューチェーンを超えた削減の枠組みが SBTi に
よって策定されたら、戦略目標を設定します。目
標がまだ設定されていないとはいえ、ポジティブ
な貢献になると判断した対策を進めています。

私たちは、バリューチェーン内やお客さま、サプラ
イヤー、調達地域に関連するクライメートフットプ
リントの根本原因に対処する必要があると固く信
じているため、カーボンオフセットを使用せずに
クライメートポジティブを実現するという野心的目
標を達成します。そのようにしなければサステナブ
ルなビジネスに転換することはできません。

温室効果ガス排出の削減は、地球温暖化を 1.5° C
以下に抑えるためにもっとも重要な活動のため、
私たちは現在、SBTi が策定したネットゼロ基準の
ビジネスへの影響を評価しています。これは、主
に 「温室効果ガスを大幅に削減する」という戦略
的目標に影響すると思われます。

イケアのバリューチェーン全体の温室効果ガス絶対排出
量を大幅に削減する

FY30 までの全体的な目標は、イケアのビジネスを成長さ
せつつ、バリューチェーンからの温室効果ガスの絶対排
出量を、FY16 と比較して少なくとも15％削減することです。
さらに、バリューチェーンの特定の部分に対して適応され
るサブ目標を設定しています。こうしたサブ目標を積み重
ねることで、全体で 15％以上の削減を実現できます。

バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、大気
中の炭素を除去し、貯留する

原材料、食品、燃料として使用される木や農作物は、成
長過程で炭素を吸収し、それを体内と土壌に蓄えます。こ
うして大気中の CO2 を除去できるため、土地を責任を持っ
て管理すれば、気候への影響を軽減できる可能性があり
ます。カーボンオフセットとは対照的に、こうしたことを
サプライチェーン内で行うことで、製品の原材料を責任を
持って調達しています。2023 年春に策定予定の、GHG（温
室 効 果 ガ ス ） プ ロ ト コ ル に よ る Land Sector and 
Removals Guidance（土地部門・炭素除去に関するガイ
ダンス）が完了したら、戦略目標を設定します。科学に基
づ く 目 標 設 定 イ ニ シ ア チ ブ（SBTi、Science Based 
Targets initiative）による森林・土地・農業分野での目
標 設 定 ガイダ ンス（FLAG、Forestry, Agriculture and 
Land）が 2022 年 9 月に発表されたため、この算定ガイ
ダンスは最後のピースになります。目標はまだ設定されて
いないとはいえ、ポジティブな貢献になると判断した対策
を進めています。

イケアは FY30までに、ビジネスを成長
させながら、バリューチェーンが排出す
るよりも多くの温室効果ガスの排出量を
削減することで、クライメートポジティ
ブを実現しようと取り組んでいます。こ
れを、カーボンオフセットに頼らずに達
成することを目指します。これにより、
今世紀末までの世界の気温上昇を 1.5℃
に抑えることに貢献します。

クライメートポジティブを実現するには、バリュー
チェーン全体のクライ メートフットプリントを「世
界の平均気温上昇を 1.5° C に抑える」という目
標に沿って削減し 1、さらに社会全体の削減量を
増やすことに貢献する必要があります。

クライメートポジティブの実現を達成するために、
私たちは優先度順に次のような戦略目標を設定
しています：

1

1

2

2

3

バリューチェーン全体の温室効果ガス絶対
排出量を大幅に削減する

バリューチェーン内の林業、農業、製品を
通じて、大気中の炭素を除去し、貯留する

温室効果ガスをイケアのバリュー
チェーンの排出量よりも多く削減する

社会全体の温室効果ガス削減に
貢献する 3

3 イケアの責任範囲を超えて

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録

2 SBTi が策定したネットゼロ基準のビジネスへの影響を、現在評価しています。
3 気温上昇を 1.5° C に抑える目標に沿ったイケアのバリューチェーンの排出量

削減に必要な数値を超える効果は、温室効果ガス排出削減の目標値を達成
するためのディスカウントやオフセットとして活用されることはありません。1 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の特別レポート「1.5℃の地球温暖化」によって定義されています。

1.5° Cの目標に沿ってイケアの	
クライメートフットプリントを削減する2

https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://sciencebasedtargets.org/sectors/forest-land-and-agriculture
https://sciencebasedtargets.org/sectors/forest-land-and-agriculture
https://sciencebasedtargets.org/sectors/forest-land-and-agriculture
https://www.ipcc.ch/sr15/
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FY22 の進捗の概要

FY22 のイケアのクライメートフットプリントは、CO2 換
算で 2,580 万トンと推定されます。これは、FY21 と比
較して 5％、ベースラインの FY16 と比較して 12％減少し
ています。生産量から見た相対的なクライメートフットプ
リントは、FY21 比で、イケア製品の生産量（m3）あた
り 4％ （単位：トン、CO2 換算）減少しました。ベース
ラインの FY16 と比較すると、相対値で 20％の減少で
した。

FY22 のイケアのクライメートフットプリントの実績と事業
の成長を比較するのは、高インフレとサプライチェーン
の混乱のため簡単ではありません。そのため、潜在的な
実績を分析することが大切です。FY22 のクライメートフッ
トプリントの減少は、バリューチェーン全体における再生
可能エネルギーの割合の上昇と家庭での製品の使用のエ
ネルギー効率の改善など、複数の要因によるものと考え
られます。また、FY22 に生産量が低下したことも、要
因のひとつです。
 
イケアのリテール事業およびその他の業務の再生可能エ
ネルギー使用率は、FY21 の 57％から FY22 の 64％に
増加し、再生可能電力の割合は 76％に達しました。生
産では、再生可能エネルギー使用率が FY21 の 46％か
ら FY22 の 50％に増加し、再生可能電力は 64％まで成
長しました。新たに合計 111 の工場やサプライヤーが再
生可能電力使用率 100％を達成しました。製品輸送に
関しては、バイオ燃料や水素などの代替燃料の割合は
6％で横ばいですが、温 室 効果ガス効率（単位：kg、
CO2 換算 / 輸送トンキロメートル ）が FY21 と比較して
11％向上しました。
 

家庭での製品の使用は、クライメートフットプリントの
2 番目に大きい割合を占めていますが、FY21 と比べて
FY22 は 20％削減しました。ベースラインの FY16 から、
家庭での製品の使用のフットプリントは 45％減少しまし
た。さらに、スウェーデンレストランの HUVUDROLL/
フヴドロル シリーズの売上に占めるプラントベースメ
ニューの割合が FY21 の 14％から FY22 の 17％にわず
かに増加しました。
 
クライメートフットプリントの最大の要因であるイケア製
品に使用する原材料に関しては、原材料の技術革新と開
発の計画が整い、原材料のより効率的な新しい使い方に
つながることが期待されます。ほとんどのタイプの原材
料に関して、リサイクル素材または再生可能素材の割合
を含め、イケア商品に使われる原材料の量が推定に基づ
いているため、完全な実績について結論を出すことは依
然難しい状況です。

FY23 には、私たちのデジタル開発が重要な節目を達成
する見込みで、これによって原材料のクライメートフット
プリントの測定精度が向上し、実績をより正確に分析で
きるようになります。これは、イケアのサステナビリティ
レポート FY23 とイケアのクライメートレポート FY23 に
含まれる予定です。

1. バリューチェーン全体の温室効果ガス絶対排出量を大幅に削減する

クライメートフットプリントを絶対値と相対値の両方で削減 1

110％

120％

100％

90％

80％

FY16 FY19 FY20 FY21 FY22

36.4

40.8

40.4
39.7

36.7

29.2

26.2

27.2

25.8

29.5

0.74
0.72

0.67

0.64

0.80

イケア製品の生産量（単位：百万 m3）

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）

イケア製品の生産量あたりのクライメートフットプリント（単位：トン、CO2 換算 / 生産量 m3）

FY20 の新型コロナウイルスによる大きな混乱を無視した場合の傾向 

1 FY21 のレポートではクライメートフットプリントと売上高との比較でしたが、FY22 では高インフレとサプライチェーンの混乱のため、クライメートフットプリントとイケア製品
の生産量を比較しています。生産量は、クライメートフットプリントの最大の要因である原材料を押し上げる要素であるため、比較においてより相対的で一貫性のあるベース
になると判断しました。
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FY22 に温室効果ガス排出量を大幅に削減するためにイケアのバリューチェーン全体で行った主な活動

イケアのクライメートフットプリントに与える
SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球の影響

2021 年 10 月に発売された新しい SOLHETTA/
ソールヘッタ LED 電球シリーズはひとつの成果
であり、イケアの照明製品の全体的なエネルギー
効率（ワットあたりのルーメン）の 19％の改善に
貢献し、家庭での製品の使用のフットプリント
が FY21 比で 20％減少した重要な要因となって
います (29 ページ )。

製品輸送の効率を大幅に改善 2

製品輸送の効率が、FY21 と比較して 11％改
善しました。この改善の要因となったのは、
海上輸送の割合の増加と、インターモーダル
輸送（複合一貫輸送）3 の割合（46％）の高
さです（21 ページ）。

史上初の企業の屋外大気汚染ベースラインの	
ひとつを設定

大気汚染物質と温室効果ガスは、同じ要因から発生
することが多く、それらの排出の削減に必要な取組み
には強い相乗効果があります。企業に欠けていたのは、
バリューチェーン全体で排出される大気汚染物質を定
量化する、科学的で堅実な手法です。これに取り組
むため、Inter IKEA Group は、ストックホルム環境
研究所（SEI）と気候と大気浄化の国際パートナーシッ
プ（Climate & Clean Air Coalition、CCAC）と共同で、
バリューチェーン全体の屋外大気汚染の測定に関する
史上初の企業向けガイドを策定しました。

このガイド、「A Practical Guide for Business：Air 
Pollutant Emission Assessment（企業向け実用ガイ
ド：大気汚染排出評価）」は、1 年間のパイロットトラ
イアルのあと、エジプトのシャルム・エル・シェイク
で開催された COP27 ですべての国に向けて発表され
ました。今年、私たちはバリューチェーン全体にわた
る事業活動に関する、初の大気汚染排出一覧表のひ
とつを公表しています。ベースラインがあれば、大気
汚染への影響を管理したり、将来の削減に対する 目
標を設定したりできます（32 ページ）。

プラントベース食品の売上の割合を増加 

お客さまがプラントベース食品を選択する好ましい
傾向が続いています。スウェーデンレストランのプ
ラ ン ト ボ ー ル と ベ ジ ボ ー ル の 売 上 は、
HUVUDROLL/ フヴドロル シリーズの売上に占める
割合において FY21 の 14％から 17％に、スウェー
デンフードマーケットにおいて FY21 の 24％から
26％に増加しました（16 ページ）。

イケアの食品廃棄物削減目標を達成 

イケアのビジネスは、世界中のスウェーデンレ
ストラン 4 のお客さまに提供するまでに発生す
る食品廃棄物を 2022 年末までに FY17 と比
べて 50％削減するという目標を達成しました

（54％の削減）。2022 年末までに、全イケア
店舗の 91％に食品廃棄物のソリューションが
設置されました（2021 年は 89%）（24 ページ）。

FY25までにイケア店舗を再生可能電力使用
率 100％にする目標に向けて大幅な進展 

イケアのリテール事業およびその他の業務に
関して、再生可能電力使用率が FY21 の 71％
から 76％に増加しました。オーストリアとス
ペイン（本土）で再生可能電力使用率 100％
を達 成し、中国（FY21 の 8％から FY22 の
98％）を始めとするいくつかの市場で大幅に
前進しました（25 ページ）。

ポーランドと中国で、生産事業の再生可能電力
使用率が増加

生産事業における再生可能電力使用率は、中国
で FY21 の 32％から 64％に、ポーランドで FY21
の 76％から 84％に増加しました。これにより、
中国とポーランドでの電力消費によるクライメー
トフットプリントは、CO2 換算で 22 万トン減少
しました。中国での進展を支えたのは、FY21 に
開始した、サプライヤーが再生可能電力を購入で
きるようにするプログラムでした（18 ページ）。

生産事業での石炭由来および石油由来の	
燃料の段階的廃止を目指す

自社施設での石炭の使用を段階的に廃止し
たサプライヤーは 12 社増えました。全体と
して、1％ポイントの削減を達 成しました。
FY16 から、生産事業での石炭由来および石
油由来の燃料の使用を 12％から 5％に削減
し、FY25 までにゼロにすることを目指してい
ます（20 ページ）。

「EV100+」への参加で、2040 年までに	
排出ガスゼロの大型車輸送への切り替えを約束

イケアのビジネスは、EV100、EV100+ イニシ
ア チ ブ、Cargo Owners for Zero Emission 
Vessels (coZEV) に参加し、遅くとも 2040 年
までにすべての製品輸送と配送サービス 1 にお
いて排出ガスゼロのソリューションに切り替える
ことを約束しました。この取組みによって、温
室効果ガスだけでなく、大気汚染も削減できま
す（22 ページ）。

1	 自宅への配送サービスの範囲には、Inter IKEA Group、および
フランチャイジーの Ingka グループのイケアリテール事業が含ま
れます。

2	輸送効率は、輸送トンキロメートル当たりの排出量（単位：kg、
CO2 換算）を相対的に比較しています。

3	インターモーダル輸送とは、トラックに鉄道やバージ輸送、短距
離海上輸送など複数の輸送手段を組み合わせる輸送形態です。

4	具体的には、スウェーデンレストラン、スウェーデンビストロ、
スウェーデンカフェ、コワーカーレストランでの調理。
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2. バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、	
大気中の炭素を除去し、貯留する

成長の早い人工林をつくることに加えて、荒廃地に天然林を復元することで炭素を除去し蓄えるモデルを単純化したものです。
木製品の炭素を蓄える効果を伸ばすことや、リサイクルすることも盛り込んでいます。責任を持って管理されている人工林の木は、
大気から大量の二酸化炭素（CO2）を吸収します。木は木製品に使用され、炭素を一時的に蓄える役割を果たします。寿命を
迎えた原材料の再利用、修復、再生産、リサイクルによって、炭素を蓄えるこうした効果を延ばすことができます。レジリエン
トな環境において、責任を持って管理されている人工林の気候変動の軽減に対する貢献と、天然林の生物多様性や土壌保全面
などに対する貢献をともに考慮する必要があります。異常気象や有害生物などによって炭素が大気中に再放出されないようにす
るうえで、森林環境が回復力に富むことが重要です。森林の成長、炭素の貯留、その他の環境への効果（生物多様性への貢献
など）のバランスを取る総合的な観点が不可欠です。

年月

木製品の寿命を延ばすことで、除去された炭素を
さらに長く蓄えます。

製品が寿命に達した後に木材をリサイクルする	
ことで、除去された炭素を引き続き蓄えます。

天然林は、気候変動の緩和に不可欠な役割を果たします。この例では、天
然林は人工林よりも成長が遅く、除去され蓄えられる炭素の量は一定に推移
しています。同時に、こうしたエリアはすでに炭素を蓄えており、生物多様
性に貢献しているため、極めて重要です。天然林は、健全なエコシステムを
確保するどのような環境アプローチにも欠かせないものです。

伐採された木の CO2 は木製品内に留まります
（木製品の寿命を 20 年と推定し、リサイクルに
よる効果を除外しています）。

人工林は天然林よりも成長が	
早く、以下に示しているように、

よりハイペースで大気から炭素を
除去できます。

除
去

さ
れ

蓄
え

ら
れ

る
炭

素

除去され蓄えられる
炭素のレベルが高ま
ります。
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FY22 では、引き続き GHG（温室効果ガス）プロトコル
の Land Sector and Removals Guidance（土地部門・炭
素除去に関するガイダンス）の策定の作業に貢献しました。
これにより、土地利用関連の温室効果ガス排出および炭
素除去・貯留の算定・報告の方法に関するガイダンスを提
供する GHG プロトコルが拡張されます。イケアは、諮問
委員会とテクニカル作業部会に参加し、2022 年秋の公開
協議ではパイロット試験を実施しました。

このガイダンスは、森林・土地・農業分野での目標設定
ガイダンス（FLAG、Forestry, Land and Agriculture）
の土地由来の排出・除去に関する、科学に基づく目標設定
イニシアチブ（SBTi、Science Based Targets initiative）
による目標 設 定標 準のための算定 原 則を提 供します。
FLAG の作業にもイケアのビジネスは貢献しています。

このガイダンスの完成は、2023 年春の見込みです。こ

れが整えば、クライメートポジティブを実現するというコ
ミットメントの一環として、森林、農業、製品を通じて
炭素を除去し貯留する戦略目標を設定します。炭素を除
去し貯留するのは大きな効果をもたらす可能性がありま
すが、炭素の除去と貯留は地球温暖化を 1.5° C 以下に
抑えるのに必要な抜本的な排出削減に取って代わるもの
では決してないことを認識することが重要です。除去と
貯留は、できる限り削減しても残る排出を中和すること
しかできません。

現在パイロット試験が進行中で、まもなく標準が完成す
るため、今年は実績を開示しないことを決定しました。
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ベトナムのアカシアプランテーションを通して	
炭素貯蔵を増加

小規模土地所有者 1 と、少数民族を含むコミュニ
ティが、ベトナムの森林プランテーションの約 65％
を運営しています。決まった管理方法や小規模土地
所有者へのサポート不足により、土地の生産能力は
必ずしも十分に達成されているわけではなく、土壌
生産性は危機的状況にさらされています。これに
よって、炭素を貯蔵する土壌の能力が減少すれば、
小規模土地所有者の収入や炭素の排出に悪影響を
与える可能性があります。

FY22 に、Thua Thien Hue 省でのイケアのプロジェ
クトを通して、イケアのビジネスは地元の森林組合
とパートナーを組み、1,000 人以上の小規模土地所

有者とその家族を支援しました。このパートナーシッ
プでは、小規模土地所有者が土地管理の方法を改
善し、収入を増やすための知識を共有しています。

目的の 1 つは、5 ～ 10 年の伐採ローテーションを
延ばすことです。これにより、主に紙パルプ用のチッ
プの生産から、製材されてさまざまな形の家具の生
産に使われる木材へとシフトできます。うまくいけ
ば、製品の中でより長く炭素が貯蔵されることにも
つながります。

目標は、こうしたアカシアプランテーションから調
達した木材をイケア製品に使用することです。

GHG プロトコルの Land Sector and 
Removals Guidance（土地部門・炭素除去に
関するガイダンス）のパイロット試験

私たちは、GHG プロトコルによる Land Sector 
and Removals Guidance（土地部門・炭素除
去に関するガイダンス）の策定に積極的に参加
しています。現在焦点を置いているのはパイロッ
ト試験です。企業の土地関連のバリューチェー
ン内での効果的な気候変動対策への取組みを
促す効果を見るためにガイダンスの草稿が実際
にテストされます。このパイロット試験は、ガイ
ダンス策定の事務局にとって重要な情報をほか
の利害関係者から聞いたり議論したりすること
にもつながります。私たちの野心的目標は、こ
のガイダンスを透明性があり、事実に即した、
実施可能なものにすることです。

1 小規模土地所有者はそれぞれ、平均 2 ～ 3 ヘクタールのアカシアプランテーションを運営しています。
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FY21 に、イケアの責任範囲を超えて測定する方法が完
成しました。しかし、イケアのビジネス全体で一貫性の
ある方法で測定および追跡することには依然として課題
があります。炭素を除去し蓄える目標が確定するまで、
正式な戦略目標は設定されません。
 
炭素の除去と貯留による貢献が大きくなればなるほど、
クライメートポジティブになるというイケアのコミットメ
ントを果たすためにイケアの責任範囲を拡大した際の負
担は小さくなります。戦略目標はまだ設定されていませ
んが、私たちはイケアの責任範囲を超えた取組みをすで
に積極的に進めています。

そうした活動をイケアのビジネスの変革に確実に結び付
けていくために、イケアの責任範囲を拡大する取組みで
は、すべてバリューチェーンに関連したアクションや活
動を行っています。つまり、どの活動もイケアの製品、サ
プライヤー基盤、または調達エリアのいずれかに関連し
た活動になっています。イケアの責任範囲を超えた取組
みの効果は、排出削減目標を達成するためのオフセット
として活用されることは決してありません。

そのため、どの貢献も以下の 3 つのエリアのいずれかに
該当している必要があります。
 
家庭での資源活用：SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家
庭用太陽光発電など、再生可能エネルギーの生成を可
能にするソリューション。1 目的の用途で使用された場合

1 Ingka グループの複数の市場で販売しています。
2 照明、設備機器、水栓、シャワー、循環型のサービスやソリューションは、イケアのクライメートフットプリントの温室効果ガス排出量としてすでに計算されているため、除外しています。これらの製品による改善は、イケアの責任範囲を拡大する活動ではなく、 
（温室効果ガス排出量を大幅に削減する）イケアのクライメートフットプリントとして計算されています。
3 FY22 に、SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光発電は次の市場で販売されました：オーストラリア、ベルギー、フランス、ドイツ、イタリア、オランダ、ポーランド、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、スイス。

にエネルギーや水を消費する製品の効率化を図るソ
リューションもこれに含まれます。新しく発売された
ÅBÄCKEN/ オーベッケン ミストノズルもその 1 つです。
お客さまが家の蛇口から流す水の使用量を最大 95％削
減できます。2  

サプライヤー向けの再生可能エネルギー：イケアのビジ
ネスだけでなく、サプライヤーパートナーが全工場、全
業務の再生可能エネルギー使用率を 100％に転換でき
るようにするイケアのビジネスによるアクション。
 
イケアの調達エリアの林業と農業の改善：イケアが原材
料を調達するエリアの環境全体のために森林管理と農
作業法を改善するイケアのビジネスによるアクション。こ
の影響の追跡は、GHG（温室効果ガス）プロトコルの
Land Sector and Removals Guidance（土地部門・炭
素除去に関するガイダンス）を使用することで可能にな
ります。

貢献度を過大評価しないように、ベースラインとなる
FY16 からこれまでに回避できた温室効果ガス排出量の
合計をまとめるのではなく、毎年実現した貢献のみを計
算しています。
 
今年は、SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光
発電による家庭での資源活用の効果のみを開示していま
す。クライメートフットプリントの報告のデジタル化が進
行中のため、自社工場以外での生産に関する数値の報

告において品質と一貫性を確保することができませんで
した。イケアの責任範囲を超えた貢献に関しては、次の
年次クライメートレポートの中でフォローします。

FY22 に、SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光
発電が 11 のイケアの市場で販売されました。3 このシス
テムが生成する再生可能電力によって回避された総排出
量は CO2 換算で約 22 万トン（FY21 比で +26％）でした。
これは、全国送電網の電力を家庭用太陽光発電による
再生可能電力に置き換えた効果として計算されています。
家庭での製品の使用時のクライメートフットプリントを
照明と設備機器で計算しているのと同様に、平均的な効
果を家庭用太陽光発電パネルの耐用期間で計算してい
ます。

3. 責任範囲をイケアだけでなく、お客さま、サプライヤー、調達地域のクライメートフットプリントにも拡大する

FY16 FY21 FY22

0.22

0.18

0.08

SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光発電によって回避でき
た CO2 相当量（単位：百万トン）

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録



10 - イケアのクライメートレポート FY22

FY22FY16 ベースライン（FY16）に対するFY30の目標 

1 過去のデータは変えるべきではありませんが、データ品質や科学が向上した場合は過去の数字を改
訂しています。

2 資本財、リテール設備に関連する資材、コワーカーのユニフォーム、イケアの業務で発生した廃棄物
のクライメートフットプリントを含みます。

FY30の目標
ベースラインのFY16と比較して絶対値で
少なくとも15％削減

FY30：24.8

FY22 に、イケア全体のクライメートフットプリントは、前年と比較し
て絶対値で 140 万トン（CO2 換算）減少しました。これは 5％の減
少です。これは、バリューチェーン全体の再生可能電力の使用におい
て力強い進展が続いていること、そして家庭での製品の使用におい
てエネルギー効率が大幅に改善していることが要因です。

FY16：29.21 ベースライン

FY21：27.2 -7％（vs FY16）

FY22：25.8 -12％（vs FY16）

-15％（vs FY16）

FY16 ベースライン12.1
FY22 +11％（vs FY16）13.5

（FY30の目標は策定中） 

FY16 ベースライン0.86
FY22 -7％（vs FY16）0.81

-25％ FY16に対するFY30の目標

FY16 ベースライン3.4
FY22 -37％（vs FY16）2.1

-80％ FY16に対するFY30の目標

FY17 ベースライン（FY16のデータに不備があるため、FY17）1.4
FY22 -8％（vs FY17）1.3

FY17に対するFY30の目標 -15％

-5％（vs FY16）
0.55FY16

FY22 0.53
ベースライン

FY16と比較したFY30の目標（範囲：Inter IKEA GroupおよびIngkaグループのイケアのリテール事業）-80％

FY16
FY22

ベースライン
-45％（vs FY16）

6.4
3.5

（FY30の目標は策定中） 

FY16
FY22

ベースライン
-7％（vs FY16）

1.7
1.6

（FY30の目標は策定中） 

FY16
FY22

ベースライン
-36％（vs FY16）

目標：現在はこうしたクライメートフットプリントに積極的に対処していないため目標は設定していないが、今後アジェンダを策定次第、設定予定

0.31
0.20

原材料

イケアのリテール事業＆
その他の業務

家庭での製品の使用

FY16
FY22

ベースライン
-3％（vs FY16）

2.1
2.1

FY30の目標：FY16と比較して相対値で50％削減（範囲：Inter IKEA GroupおよびIngkaグループのイケアのリテール事業）

お客さまの来店＆配送
サービス

製品輸送

食品原材料

生産

製品寿命

FY16
FY22

ベースライン
-40％（vs FY16）

FY30の目標：FY16と比較して相対値で50％削減（範囲：Inter IKEA GroupおよびIngkaグループのイケアのリテール事業）

0.33
0.20コワーカーの通勤＆出張

その他2

イケアのクライメートフットプリントの最大要因は、原材料の生成や
加工（52.2％）、およびお客さまの家庭での製品の使用（13.7％）で
す。家庭での製品の使用には、製品の寿命までに使用される照明お
よび設備機器のエネルギーが含まれます。

クライメートフットプリントの計算の詳細な内訳、スコープ1、2、3
排出は、35ページをご覧ください。

イケアのクライメートフットプリント
実績 VS FY16のベースライン（単位：百万トン、CO2 換算） イケアのバリューチェーンの各段階におけるクライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録
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イケア商品に使われる原材料は、イケアのクラ
イメートフットプリントの最大の要因となってい
ます。フットプリントがもっとも大きい 5 種類
の原材料は、金属、紙、プラスチック、テキス
タイルとコンフォート製品用素材、そして木材
です。これらを合算すると、原材料ニーズの約
90％を占め、その中でも重量の 60％を占める
木質素材の影響が最も大きくなっています。 

原材料のクライメートフットプリントの削減は、長期的
な開発アジェンダです。脱炭素に向けたロードマップは
イケアのあらゆる原材料の方針に反映されており、私た
ちはそれを「イケア・マテリアル・ダイレクション」と呼
びます。こうしたロードマップによってこれまでに明確に
してきた対策（イノベーションや開発を含む）により、
FY30 までに、必要とされるフットプリント削減目標の少
なくとも半分に到達できる見込みです。
原材料のクライメートフットプリントは、FY21 と比較し
て FY22 は 1％削減し（主に生産量の低下によるもの）、
ベースラインとなる FY16 から 11％減少しました。
 
イケアの製品に使用される原材料の量は、主な原材料の
集合推定値に基づいているため、依然として現段階で何
らかの結論を導き出すのは困難です。異なる量の材料で
も年間の数値を正確に算出できるのは、引き続き木材と
紙のみです。つまり、公表されたクライメートフットプリ
ントは保守的に見積もった数値となり、リサイクルポリ

エステル 100％への前進など、実際の商品展開での進展
は含まれていません。FY22 に、各サプライヤーからの
原材料の量を測定するソリューションを開発するプロ
ジェクトがスタートしました。さらに、商品開発において、
イケアの商品展開に含まれる製品の原材料の量をマッピ
ングする作業も始まりましたこれにより、各原材料が 
1 つのイケア製品の中にどれくらい使われているかについ
ての正確なデータが 得られます。どちらの取 組みも
FY23 に完了し、より正確に測定された原材料のクライ
メートフットプリントを次回のイケアのサステナビリティ
レポートとイケアのクライメートレポートで報告します。

私たちはさらに前進して、イケアのビジネス内で使用さ
れる原材料の方向性を明確にしました。このように方向
性を明確にすることで、既存商品の原材料の選択や、新
商品の開発だけでなく、原材料のイノベーションや開発
に不可欠な取組みを特定することができます。主な取組
みとして、木製品用のバイオ接着剤、主要原材料のリサ
イクル材料含有率 100％の目標設定、よりサステナブル
なセルロース系テキスタイル繊維、原材料サプライヤー

（板材工場や製紙工場など）での再生可能エネルギー使
用率 100％の目標設定などが挙げられます。
 
手ごろさ（アフォーダビリティ）、アクセスのしやすさ（ア
クセシビリティ）、サステナビリティのバランスを取る上
で直面する全体的な課題は変わっていません。リサイク
ル含有量の高い素材、または革新的な新しい原材料や
テクノロジーの使用に切り替えると、最初は価格に影響

するため、そのソリューションの潜在的な規模や影響は限
定されます。手ごろでサステナブルな原材料が本当に存在
するとしても、アクセスが限られたり、原材料のトレーサ
ビリティの確保が難しかったりすることがあります。すぐに
導入できるイノベーションやソリューションを見つけること
は、今でも課題です。必要とされる多くのソリューション
はまだ研究段階であったり、性能をさらに高める必要が
あったりするためです。

F22 に私たちはリサイクル素材（二次原材料）の使用率を
高める取組みを続けました。FY21 は、イケアが調達した
原材料のうち 56％が再生可能素材で、17％がリサイクル
素材だと報告しました。現在は、報告の精度を上げる自動
化されたデータ収集ツールの実装に取り組んでいるため、
FY22 の数値を更新することができません。FY23 には数
値を報告する予定です。原材料の責任ある調達に関するイ
ケアの取組みについて詳しくは、イケアのサステナビリティ
レポート FY22 をご覧ください。

1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：購入した製品・サービス – ホー
ムファニッシング、食品（包装のみ）、部品、カタログ、印刷物の一次サプライヤーの段
階までに行う原材料の生成と輸送。

原材料

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフットプリント
（トン、パーセント、CO2 換算）の比率

FY30 の目標：策定中

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

FY16：12.1

FY21：13.6

FY22：13.5

+13％（vs FY16）

+11％（vs FY16）

ベースライン

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 52.2％）

重量 
（トン）

60％
木材

10％
金属

9％
紙

8％
その他*

7％
テキスタイルとコンフォート製品
用素材

5％
硬質プラスチック

クライメート
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

22％
木材

28％
金属

9％
紙

10％
その他*

19％
テキスタイルと 
コンフォート製品
用素材

12％
硬質プラスチック

* その他：キャンドル、セラミック、カスタ
ムメイドのワークトップ、電子機器、グリー
ンプラント、ガラス、天然繊維

サブ目標

FY30 までに、リサイクル素材または再生可能素材のみを使用する
ことを目指します。

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品寿命

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録

https://about.ikea.com/en/about-us/the-ikea-franchise-system
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木質素材
木材は、引き続きイケア製品に最も多く使用さ
れている素材です。木材は、私たちのアイデン
ティティであり、スウェーデンの伝統です。木
材には、パーティクルボード、ファイバーボード、
無垢材、突き板などがあります。現在、イケア
が使用するすべての木材と紙の 99.5％は、森
林管理協議会 ®（FSC®）の認証木材やリサイ
クル木材など、サステナブルな調達先から仕入
れたものです。私たちは、イケアのフォレストポ
ジティブアジェンダ 2030 を通じてさらに木材
のサステナビリティを高めていくことを目指して
います。

イケアでは、大量の接着剤を使用して多くの木質素材に
木材部品や繊維を接着しています。使用される接着剤は、
イケアのクライメートフットプリントの約 5％に相当しま
す。そのため、再生可能資源からつくられた接着剤に切
り替えることが、クライメー トフットプリントの全体目標
を達成する鍵となります。これまで、性能、コスト、クラ
イメートフットプリントの面で有望な、さまざまな今後の
選択肢を想定してきました。FY23 春の導入を目指して、
パーティクルボード向けのバイオ由来のシステムを準備中
です。また、ファイバーボード向けのシステムも小規模な
生産に対応するように進化しています。IKEA Industry が
開発を主導して、さらに多くの選択肢についての調査を続
けています。

すべてのバイオ接着剤が現在使用している従来の接着剤
や塗布技術と併用できる訳ではないということが、依然
大きな課題です。また、工場は段階的にではなく全面的
にバイオ接着剤に切り替え、それに応じて設備や機械、
技術を新しくする必要があります。

さらに、バイオ接着剤は化石原料を使用した接着剤より
も高コストなため、低コストを維持するという課題もあ
ります。主な理由の 1 つに、化石燃料を使用した接着剤
は、60 年以上にわたって板材業界で使用しやすいよう
に最適化されてきたことがあります。

木質素材のクライメートフットプリントを削減するもう 
1 つの方法として、100％再生可能エネルギーを使用して
板材を生産する方法が挙げられます。木製板材業界の
再生可能エネルギーの使用率は、すでに高い状態にあ
ります。現在私たちは、矛盾がないかを明確にして、再
生可能エネルギー使用率 100％を実現する適切なアク
ションを取るために、数量化されたベースラインを開発
しています。

最後に、木質素材のクライメートパフォーマンスを上げ
る主な方法の一つは、木材が調達される土地の管理手
法を改善することです。これは、イケアのフォレストポジ
ティブアジェンダの重要な要素です。

イケアでは、循環性を高める梱包ソリュー
ションや素材に移行していく中で、紙の使
用量がますます増加しています。紙は再生
可能かつリサイクル可能で、世界中で最も
広くリサイクルされている梱包素材の 1つ
です。紙は、消費者向けの包装においてプ
ラスチック製の梱包ソリューションから移
行を図るうえで鍵となる素材です。

紙の用途が増えているため、紙の使用量だけでなく
紙のクライメートフットプリントも増えています。こ
うした傾向に対抗するために、私たちは革新的な梱
包ソリューションの開発を継続しています。さらに、
化石原料由来の梱包部品の代わりになるものも引き
続き探しています。これは、再生可能な梱包材また
はリサイクル梱包材の使用率 100％を達成する最後
のステップです。紙は、寿命の短い使い捨て材料と
いうイメージが強いため、その用途が制限されてい
ます。さらに、紙は湿気に弱いため、世界の一部の
地域や家の中の特定のエリアに用途が限られます。

私たちは、調達先を再生可能エネルギーの使用率
の高い製紙工場に継続的にシフトする取組みを行っ
ています。バリューチェーンの後方統合を増やして
いくことで、イケアの影響下でさらに多くの生産プ
ロセスを整備し、よりサステナブルなプロセスに変
更できるようにしています。

紙

31％
高・中密度の 
ファイバーボード

8％
無垢材

47％ 
パーティクルボード

クライメート
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

55％
パーティクルボード

19％
高・中密度の 
ファイバーボード

22％
無垢材

重量 
（トン）

4％
その他

14％
その他

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフット
プリント（トン、パーセント、CO2 換算）の比率

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品寿命
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金属
金属は、イケア製品に最もよく使用されている
原材料のひとつではありませんが、クライメー
トフットプリントには最大の影響を与えていま
す。抽出や加工する際のエネルギー密度が高
いだけでなく、鉄鋼業で石炭やコークスが大
量に使われているためです。

しかし金属は、カトラリーや鍋、フライパンのような製品
において、ほかの素材に簡単に置き換えられない特性を
持っています。イケア製品に使用されている主な 3 つの
金属素材は、カーボンスチール、アルミニウム、ステンレ
ススチールです。クライメートフットプリントを抑えるため、
主に次の 3 つの取組みに焦点を当てています：

•	 リサイクル含有量を増やす
•	 より少ない資源からより多くを生み出す（より少ない

材料で同じ機能性をつくる）
•	 適切な用途に適切な材料を使う

私たちは製品のリサイクル含有量の割合を段階的に増や
す方法で、着実に前進しています。リサイクル金属のフッ
トプリントは、バージン金属のフットプリントよりも大幅
に小さいため、こうした取組みによってクライメートフッ
トプリント全体を削減しています。アルミニウムのリサイ
クル含有量の平均は、FY21 の 41％から、FY22 は 57％
に増えました。また、金属のクライメートフットプリント
を大幅に削減するために、コークスや石炭の使用をほぼ
排除し二酸化炭素排出量を抑えてつくられるスチールな
どの新しいテクノロジーの調査も継続しています。

リサイクル金属素材 100％を達成するのは、依然として
大きな課題です。ほとんどの金属類はすでにリサイクル
含有量が高く、適切なパフォーマンスを達成するために
はバージン金属を含む必要があります。しかし、リサイ
クル金属素材の供給力、また 100％リサイクルスチール
の生産における技術的な制約のため、これをさらに高め
ていくことには限界があります。さらに、私たちの市場
における購買力は小さく、こうした制限のどちらにも影
響を及ぼすことができません。それでも、できる限り情
報を収集して影響を及ぼすために、引き続きこの業界内
でのアライアンスやコラボレーションを推進していきま
す。FY22 は、エネルギー価格の急騰というさらなる課
題が原材料のコストに影響を与えました。

製品開発プロセスにおいてよりよい原材料を選択するこ
とは、金属のクライメートフットプリントを減らすもう 
1 つの方法です。こうした取組みによって、「より少ない
資源からより多くを生み出す」ソリューションを開発し、
生産での原材料の使用を最適化し、（できる限りステン
レススチールよりもカーボンスチールを選択するなど）
適切な用途に適切な金属を選択できるようにします。こ
こで鍵となる開発は、キッチン用品やノブ、取っ手に使
用する亜鉛や亜鉛合金をリサイクルアルミニウムに移行
することです。これによって、それらの製品や部品のク
ライメートフットプリントを最大 80％削減しながら、同
じ機能性と品質を維持できます。より少ないものからよ
り多くを生み出すための重要な改善は、調達するアルミ
ニウムの厚さを可能な限り 1.2mm から 0.8mm に減ら
していることです。

LINDBYN/ リンドビーン ミラーでは、リサイクルアルミニウム
の含有量を 80％まで増やし、さらにフレームの厚さを薄くして
ミラー背面をシルバーフリーに変えることで材料の使用量を減
らしました。

キッチン用品やノブ、取っ手に使用する亜鉛や亜鉛合金をリサイ
クルアルミニウムに切り替えれば、よりよい素材を使用できるだ
けでなく、より軽量で、同じ機能性、品質、スタイルを維持し
た製品をつくれます。

重量 
（トン）

86％
カーボンスチール

6％
ステンレスス
チール

6％
アルミニウム 2％

その他 

66％
カーボンスチール

6％
ステンレス
スチール

24％
アルミニウム

クライメート
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

3％
その他 

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフット
プリント（トン、パーセント、CO2 換算）の比率
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テキスタイルとコンフォート製品用素材
この原材料カテゴリーには、ベッドテキスタイ
ルやカーテン、タオル、ラグからソファやマッ
トレスまで、家のあらゆる場所で使用するテキ
スタイルとコンフォート製品用の素材が含まれ
ます。

イケアはリサイクルポリエステルの使用で大きな成果を
あげています。リサイクルポリエステルはすべてのポリエ
ステルベースの素材（テキスタイルや繊維わた）のほぼ
90％を占め、リサイクルポリエステル 100％の新製品も
多 くつくら れて い ま す。 そ の 一 例 は、 子 ど も 用 の
BLÅVINGAD/ ブローヴィンガード シリーズです。リサイ
クルポリエステル 100％でとても柔らかな肌ざわりのソフ
トトイやラグなどがそろっています。
 
FY22 に、私たちはリサイクルポリエステルの次のステッ
プとなる、テキスタイルからテキスタイルへのリサイクル
を引き続き進めました。自分たちに役立てるため、廃棄
されるテキスタイルやリサイクルの機会により幅広くアク
セスできるように、可能性のある原材料を調査してきま
した。イケアではすでに、パートナー企業の生産過程で
発生する廃棄物から発生するプレコンシューマー廃棄テ
キスタイルを使用しています。長期的には、これをポス
トコンシューマー廃棄テキスタイルと組み合わせることを
目指しています。

FY25 に向けた目標は、ポリオール（フォームの主原料）
に含まれる再生可能素材またはリサイクル素材のどちら
かを 20％以上にすることです。これは、バージン化石原
料への依存やその消費を減らすというイケアのアジェン
ダをサポートするものです。フォーム業界は順調に開発
を続けているため、20％という目標は困難ではあるもの
の達成できると信じています。FY22 は、リサイクル素材
または再生可能素材の含有量は約 4％でした。「新しい」
フォームはオリジナルのフォームと同じ品質を維持してい
ます。つまり、これらのソリューションをイケアの新商品
と既存商品の両方に直接導入できるということです。
 

試験的なコレクションで	
リサイクルコットンを導入

FY21 に、リサイクルテキスタイルアジェンダの
一環として、リサイクルデニム生地にリサイクル
ポリエステルを取り入れた FORTSKRIDA/ フォル
トスクリーダ カーテンなどの試験的なコレク
ションで、リサイクルコットン（rCotton）を導入
し始めました。FY22 は、より広い範囲の製品に
リサイクルコットンを取り入れる計画を立て、リ
サイクルコットンの取組みを進めてきました。

リサイクルコットンは、価格とフットプリントの
両方を低く抑えられます。バージンコットンに比
べてコストは約 30％、クライメートフットプリン
トは 80％減少することがわかっています。最終
的に完成した生地の混紡によっては、リサイクル
含有量を約 30％まで増やせると考えています。
しかしながら、原材料へのアクセスが限られて
いることといくつかの国の法律によって、この素
材の導入には多くの課題があります。

将来に目を向けると、テキスタイルからテキスタイル
へのリサイクルは長期的な取組みで、私たちはまだ
スタートしたばかりです。イケアではこれを FY23 以
降の最優先事項と考えていますが、同時に新しい再
生可能素材の導入も継続していきます。

ビスコースとリヨセルの使用量を増やす

イケアでは、再生可能なテキスタイルの選択肢
として、リヨセルやビスコースなど、セルロース
からつくられた素材を使用した製品を増やす方
針を続けていきます。クライメートフットプリン
トを低く抑えられて、柔らかさもあるので、こ
れらの材料を選びました。

重量 
（トン）

24％
ポリウレタン
フォーム

30％
ポリエステル 
（テキスタイ
ルやコンフォ
ート製品用）

20％
綿

13％ 
ポリプロピレン
（テキスタイル
やコンフォート
製品用）

3％
革

5％
その他

3％
リヨセル＆
ビスコース

クライメート
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

6％
ウール

23％
ポリウレタン
フォーム

17％
ポリエステル 
（テキスタイ
ルやコンフォ
ート製品用）

25％
綿

15％ 
ポリプロピレン 
（テキスタイルや
コンフォート製
品用）

5％
革

7％
リヨセル＆ 
ビスコース

2％
その他

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフット
プリント（トン、パーセント、CO2 換算）の比率

1％未満
ウール

ÄNGSNEJLIKA/ エングスネイリカ 掛け布団カバー＆枕
カバーの素材は綿 80％、ビスコースレーヨン 20％です。
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プラスチック
プラスチックは、家具や電子機器から固定
具や梱包材まで、イケア製品のいたる所に使
用されています。

イケアは、リサイクルプラスチックや再生可能プラス
チックに切り替える取組みを継続しています。ただし、
こうしたリサイクル素材や再生可能素材にはさまざま
な特性があるため、製品開発も必要になります。短
期的には、引き続き脱工業化時代の原材料を多用し
て、リサイクル素材への転換を図っていきます。FY25
以降は、FY30 までに再生可能素材またはリサイクル
素材のみを使用するようにするという野心的目標とイ
ケアのクライメートフットプリントの目標を達成するた
めに革新的な素材やテクノロジーを開発すると同時
に、プレコンシューマー素材（商品の製造または配送
の過程で 発 生した廃 棄 物）だけでなくポストコン
シューマー素材（製品として使用された後に廃棄され
た材料や製品）や再生可能素材もイケア製品に多用
していきます。イケアは 2020 年 1 月に、全世界のホー
ムファニッシング製品における使い捨てプラスチック
製品の使用をすべて廃止しました。

私たちの主な課題には、適切な原材料の手ごろさや入
手しやすさに加えて、特に主要な 4 つのプラスチック
素材であるポリプロピレン（PP）、ポリエチレン（PE）、
ポリエステル（PET）、アクリロニトリル・ブタジエン・
スチレン（ABS）の商業規模での適切な技術的ソリュー
ションが含まれています。また、原材料の種類、管理
手法、生産地、処理手順に大きく依存する再生可能
プラスチックのクライメートフットプリントを特定する
という課題もあります。

55％
PP（全タイプ、テキス
タイルやコンフォート
製品用は除く）

11％
PE（全タイプ）

31％
その他

8％
PET（全タイプ、 
テキスタイルや 
コンフォート製品用
は除く）

8％
ABS（全タイプ）

重量 
（トン）

クライメート
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

39％
PP（全タイプ、 
テキスタイルや 
コンフォート製品
用は除く）

11％
PE（全タイプ）

7％
PET（全タイプ、 
テキスタイルや 
コンフォート製品
用は除く）

13％ 
ABS（全タイプ）

19％
その他

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフット
プリント（トン、パーセント、CO2 換算）の比率

サブ目標

FY28までに、お客さま用のパッケージからプラスチックを段階
的に廃止することを目指しています。
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ポジティブな事柄としては、お客さまがイケアのメインの
フード商品からプラントベース食品を選ぶ傾向があると
いうことです。スウェーデンレストランのプラントボール
とベジボールの売上は、HUVUDROLL/ フヴドロル シ
リーズの売上に占める割合において 14％から 17％に、ス
ウェーデンフードマーケットにおいて 24％から 26％に
増加しました。ベジボールに比べて、プラントボールが
絶対的に販売数のほとんどを占めています。スウェーデ
ンビストロで提供されたすべてのホットドッグのうち、ベ
ジドッグの販売数の割合は 13％から 15％に増加しまし
た。全体として、食品原材料（水道水を除く）のキログ
ラム当たりの相対的なクライメートフットプリントへの影
響は、販 売された食品原材料のキログラム当たりの
CO2 換算で、FY21 と比較すると FY22 には、3.6kg か
ら 3.5 kg に減少しました。

さらにプラントベース食品を促進するため、消費者がプ
ラントベースの食事を選択したくなるように刺激し、販
売での市場をさらに支えるためのいくつかのコミュニ
ケーションイニシアチブを始めました。そして初めて、プ
ラントベース食品イニシアチブが、すべてのイケア組織
のための Common Commercial Activities（共通コマー
シャルアクティビティ）の一部になりました。このアクティ
ビティは、すべての市場で使えるコミュニケーションパッ
ケージでサポートされました。

FY22 に、イケアは 50％の食品廃棄物削減目標を達成
しました（24 ページ）。FY22 を通して、すべての市場に
おける商品の完全な透明性を確保するため、新しい取組
み方を反映させ、グローバルとローカル両方のフード商

品を含むための食品目標を再検討しました。デジタ
ルレポートを更新することで、フード商品のより完全
な概要が得られ、サステナビリティ目標を総体的に
より適切に設定し、評価するのに役立ちます。

1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：購入した製品・サー
ビス –Tier 1 食品サプライヤーのエントリーゲートまでの食品原料の生成や
加工。

2	世界資源研究所の Cool Food Pledge に対するイケアのコミットメントに沿っ
ています。

3	これは、2022 年末までに食品廃棄物のデジタルソリューションを使用したす
べてのスウェーデンレストランを対象に算出されています。

4	これは簡略化された概要です。飲料水は重量の数値が高いわりに相対的なフッ
トプリントが低いため、除外しています。相対的なフットプリントのサイズに
基づいて食品原材料をグループ分けしました。

5	IKEA Germany は、フランチャイジーの Ingka グループが運営しています。

食品原材料

食品原材料のクライメートフットプリントは、
FY21と比べて、FY22 は 15％増加しました。
ベースラインとなる FY16と比較すると、7％
の減少でした。

この変化の主な理由の 1 つとしては、FY21 と比較して
食品の売上が 21％上昇したことがあります。この増加
は第一に新型コロナウイルスの第 2 波に続く前年の売
上高の低迷によるものです。営業を中止したり、席数を
制限したスウェーデンレストランもありました（主に
2020 年 11 月～ 2021 年 5 月）。さらに、この時期は全
体的に来店客数が落ち込みました。

プラントベース食品の	
新しいコミュニケーション方法を試す

FY22 に、イケアはプラントベース食品の新しいコミュ
ニケーション方法を IKEA Germany が運営する 3 店
舗で試しました。5 これはプラントベース食品をより魅
力的なものにする方法に関する、世界資源研究所（WRI）
の科学的洞察に基づいた方法です。テスト期間中にプ
ラントベース食品の販売数の速やかな上昇は見られな
かったものの、コミュニケーションイニシアチブで実
施した調査ではポジティブな反応があり、イケアのプ
ラントベース商品に関する顧客意識に大きな改善が見
られました。そのため、このコミュニケーション方法は、
より多くの市場で展開されます。ポジティブな兆候は、
ベジドッグの販売数が FY19（新型コロナウイルス前）
に比べて、FY22 にほぼ倍増していることです。この増
加の大部分は、イケアのドイツ市場における大幅な価
格低下によるものと考えられます。ただし、前年度に
は店舗の閉鎖があったため、比較や最終的な結論を
導き出したりするのは難しい状況です。 

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 3.1％）

-25％

-7％（vs FY16）

-19％（vs FY16）

FY16：0.86

FY22：0.81

FY21：0.70

ベースライン

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

サブ目標

サブ目標 2025：スウェーデンレストランで提供される主要メニュー
の 50％をプラントベースにします。

サブ目標 2022：2022 年末までに、スウェーデンレストランでの調
理から出る食品廃棄物を平均で、 ベースラインの FY17 と比べて
50％削減します。3

FY30 の目標

FY16と比較して、食品関連の温室効果ガス絶対排出量を25％削減 
するか、または食品関連のカロリー当たりの温室効果ガスの排出量を
相対値で38％削減します2。

FY16と比較したFY30の目標 

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフットプリント（トン、
パーセント、CO2換算）の比率4

41％
その他*

5％
牛肉

1％
鶏肉

32％
水

7％
乳製品

5％
植物油

4％
豚肉

1％
チョコレート

9％
その他*

7％
乳製品

49％
牛肉6％

植物油

重量 
（トン）

2％
魚とシーフード 2％

ドリンク

クライメート
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

1％
水

16％
豚肉

3％
魚とシーフード

3％
ドリンク

5％
チョコレート

2％
鶏肉

*	その他：砂糖、甘味料、穀物、根野菜、果物、ベリー、野菜、豆、卵、 
ナッツ、種、塩、その他の肉、ハチミツ
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生産
生産事業のクライメートフットプリントは、FY21
と比較して8％減少しました。ベースラインの
FY16と比較すると、37％削減しました。

2020 年から 2021 年の間にホームファニッシング向け生
産品の量が 8％増加したにもかかわらず、この削減が達
成されました。2 この重要な要因となったのは、サプライ
ヤーが再生可能電力を購入できるようにするために FY21
に始まったプログラムでした。さらに、石炭由来および石
油由来の燃料の生産現場での使用を、FY21 の 7％から、
FY22 では 5％まで削減する対策が取られました。

イケアでは、生産事業における温室効果ガス排出量を大
幅に削減するために、エネルギー効率の継続的な改善や、
100％再生可能エネルギーに向けて努力するための次の
活動に焦点を当てています：

•	 現場での再生可能エネルギーの生成と新しい設備の
導入を促進し、多くの人々が再生可能エネルギーを
もっと利用できるようにする

•	 現場で生成できないもののために再生可能電力の購
入を可能にする

•	 石炭由来および石油由来の燃料の現場での使用を段
階的に廃止する

•	 生産プロセス、暖房、社内運搬のための燃料を電気
に切り替える

1	範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：購入した製品・サービス – スコープ 1 ＆ 2 排出および関連するスコープ 3：ホームファニッシング、食品、
部品、カタログ、印刷の一次サプライヤーの燃料およびエネルギーに関する活動（送配電ロスを含む）。

2	外部のサプライヤーによって報告されたデータとの一貫性を確保するため、データは 2021 年を対象としています。
3	食品サプライヤーの排出カテゴリーの詳細を入手できないため、食品サプライヤーを除外しています。食品の生産は、生産全体のフットプリントの 7％を占めます。
4	冷媒と生産工程での排出はエネルギーを消費しません。

-80％

-37％（vs FY16）FY22：2.1

-32％（vs FY16）FY21：2.3

FY16：3.4 ベースライン

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 8.2％）

FY30 の目標

FY30 までに、生産事業による温室効果ガスの絶対排出量を FY16
と比較して 80％削減します。

サブ目標

遅くとも FY25 までに、生 産
現場でのすべての石炭および
石油ベースの燃料の使用を段
階的に廃止し、可能な部分で
クライメートフットプリントを
大幅に削減し、大気の質を改
善します。

 
FY30 までに、生産事業にお
ける再生可能エネルギー（電
気、加熱、冷却、燃料）の
使用率 100％を目指します。

再生可能エネルギーの割合
（％ kWh）2、3

製造現場での石炭および
石油由来燃料使用率	

（％ kWh）2、3

FY21 FY25

7％
5％

FY22

100％

46％ 
50％

FY21 FY30FY22

FY16と比較したFY30の目標 

生産事業のクライメートフットプリント VS エネルギー消費 3

36％
電力消費 62％

加熱および
冷却

1％
社内運搬用の燃料

47％ 
電力

50％
加熱および
冷却

2％
社内運搬用の
燃料

1％
生産工程での排出4

クライメート	
フットプリント
（単位：トン、 

CO2換算）

1％未満
冷媒4

エネルギー消費
（MWh）
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ポーランド：FY21の76％
からFY22は84％に 1

インド：9％ -
FY21から増減なし

レポートの範囲外

FY22 の再生可能電力（RE）の比率（％ kWh）

ギリシャ（100％）
ルクセンブルク（100％）
ラトビア（97％）
リトアニア（97％）
スウェーデン（93％）
スロバキア（90％）
ハンガリー（88％）
フィンランド（87％）
スロベニア（86％）
イタリア（85％）
ポーランド（84％）1

ポルトガル（79％）

ルーマニア（71％）
エストニア（70％）
ドイツ（66％）
中国（64％）
ロシア（57％）2

フランス（56％）
チュニジア（53％）

スペイン（43％）
ウクライナ（43％）
カナダ（41％）
ブラジル（34％）
トルコ（31％）
アメリカ（31％）
セルビア（28％）
イギリス（25％）

スリランカ（23％）
日本（21％）
チェコ共和国（20％）
パキスタン（20％）
シンガポール（20％）
ベルギー（18％）
ベトナム（18％）
オランダ（17％）
デンマーク（12％）
スイス（12％）
台湾（11％）
タイ（10％）

インド（9％）
ブルガリア（8％）
メキシコ（8％）
バングラデシュ（4％）
エジプト（2％）
韓国（2％）
オーストラリア（1％）
ボスニア・ヘルツェゴビナ（1％）
インドネシア（1％）
アルゼンチン（0％）
ベラルーシ（0％）2

クロアチア（0％）

ヨルダン（0％）
カザフスタン（0％）
マレーシア（0％）
サウジアラビア（0％）
アラブ首長国連邦（0％）

1	すでに再生可能電力使用率 100％が達成されているイケアが所有し IKEA Industry が運営する工場を除外しています。そのうえで、ポーランドでは、FY21 の 46％から FY22 は 64％へと進展しています。
2	Inter IKEA Group と Ingka グループがロシアとベラルーシでのイケアの営業休止を発表した 2022 年 3 月初め以前の実績。6 月には両国でのイケアの営業停止が決まり、それ以降徐々に規模が縮小されてきました。

FY22 の再生可能電力使用率（％ kWh）

FY21 から FY22 の間に、イケア製品の生産に
おける再生可能エネルギーの使用率は 46％か
ら 50％に増加し、再生可能電力使用率 100％
を達成したサプライヤーは 111 社増えて、合計
268 社になりました。

この増加は、FY21 に開始した、再生可能電力の購入を可
能にするプログラムが大きな要因になりました。全体的な
再生可能電力の割合は、FY21 の 52％から 64％に増加し
ました。第一期重点市場として、再生可能電力購入プロ
グラムが 2021 年（レポート範囲 FY22）に中国のサプラ
イヤーに提供され、2022 年（レポート範囲 FY23）には
インドとポーランドに提供されました。

生産事業における再生可能エネルギー使用率100％を目指して尽力する

中国：FY21の32％から
FY22は64％に
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100％ ≥ RE > 75％ 75％ ≥ RE > 50％ 50％ ≥ RE > 25％ 25％ ≥ RE ≥ 0％

生産全体（IKEA Industry
および IKEA Components
を含む）

イケアが運営する部門
（IKEA Industry および
IKEA Components）

52％

FY21 FY22

98％

87％

FY21 FY22

64％
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再生可能電力 

第一期重点市場（中国、インド、ポーランド）として、
このレポートの報告範囲（2021 年の生産）の期間中、
中国のイケアサプライヤーのためのプログラムを開始し
ました。それにより、約 18 万トン（CO2 換算）の減少
を達成しました。FY22 には、2021 年のレポート範囲後
にさらにポーランドとインドでも取組みを実施しました。
再生可能電力契約を結ぶことに成功しただけでなく、前
回の電力契約よりもはるかに低価格なケースもありまし
た。たとえば、ポーランドでは電力購入契約（PPA）を
通して少なくとも 50％安い電力を確保しています。これ
は、風力や太陽光の発電は現在ほとんどの市場でもっと
も安く電気を生成する方法だという事実を示しています。

ポーランドで取組みが行われなくとも大幅に増加したの
は、多くのサプライヤーが自ら積極的に 100％再生可能
電力を確保したからでした。インドでは、多数のサプラ
イヤーがこの取 組みに参加しましたが、その効果は
FY23 のレポートに初めて現れると思われます。

第二期プログラムには、次の 10 市場が含まれます：チェ
コ共和国、ドイツ、イタリア、リトアニア、ポルトガル、
ルーマニア、スロバキア、スウェーデン、トルコ、ベト
ナム。これらの市場における生産のための総電力消費
は、27 万トン（CO2 換算）で、生産クライメートフッ
トプリントの 13％を占めます。

さまざまなタイプのサプライヤーにとって再生可能電力
を増やす主な推進力になったのは、金属やプラスチック、
フロートガラスを生産するイケアの外部サプライヤーで、
そこでの再生可能電力使用率は FY21 の 38％から FY22
の 56％に増加しました。木製品を生産するサプライヤー
については、再生可能電力使用率が FY21 の 63％から
FY22 の 77％に増加しました。昨年と比較すると、さら
に 111 の工場とサプライヤーが 再生可能 電 力 使 用率
100％を達成し、合計で 268 となりました。テキスタイ
ル製品の生産など、再生可能エネルギーへの転換に対し
て課題の多い産業でも、再生可能エネルギー使用率が
FY21 の 13％から FY22 の 14％に増加し、将来性のある
ポジティブな進展が見られます。

再生可能な加熱、冷却、燃料 

加熱と冷却に関しては、再生可能エネルギー使用率が
FY21 の 44％から FY22 の 43％に減少しました。このわ
ずかな減少は、天然ガスのエネルギー消費が FY21 と比
較して FY22 に 9％増加したことで説明がつきます。こ
の増加の主な要因は、陶磁器（+18％）やテキスタイル
製品（+6％）の生産のための高い天然ガス需要です。
 
もっとも熱集約的なカテゴリーを変えるため、天然ガス
に置き換わるのにベストなソリューションを特定するた
めのプロジェクトが開始されています。陶磁器とガラス
に関しては、電化やバイオメタン、グリーン水素の調査
を進めています。その他の用途、特により低温の加熱に
おいては、バイオマスが天然ガスに代わるひとつの選択
肢です。木製品の生産ですでに広く取り入れられている
ソリューションです。

IKEA Industry による太陽エネルギーへの	
新たな主要投資

2022 年 5 月に、ポーランドの IKEA Industry 
Zbąszynek は、総発電容量が 19MW の、欧州
で最大の自社用太陽光発電所の建設に着手し
ました。2022 年 8 月には、中国の Nantong
にある IKEA Industry の工場が、2015 年に開
設した既存の 3.5MW の太陽光設備に 4.5MW
の発電容量を追加する新しい太陽光設備をス
タートさせました。合 計で 8MW の設 備 は、
IKEA Industry Nantong の電力消費量の 50％
を賄うのに十分な電力を生成します。

これらの投資によって、イケアの家具製造のク
ライメートフットプリントの削減、エネルギー
費用の節約、電力市場の価格急騰への対応力
の向上につながるはずです。現状ではリサイク
ルできない廃棄木材から電力と暖房の両方を
生成する Meva Energy AB の新しい革新的な
テクノロジーを使用した熱併給形コンバインド
発電プラントを IKEA Industry の現場につくる
投資は、2024 年に取り組む課題になります。1 
このテクノロジーは、従来の熱併給発電に比
べて発電量が多く、大気汚染は最小限に抑え
られます。

1	Meva Energy、「Meva Energy は、長期に渡って廃棄木材から再生
可能エネルギーを生成するために、IKEA Industry とグリーンエネ
ルギー契約を結んでいます」、2021。
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FY25 年までに、実現可能な限り、製品の生
産現場での石炭由来および石油由来の燃料の
使用を段階的に廃止していくことを目指してい
ます。

石炭由来の燃料は、引き続き気候変動や大気汚染にもっ
ともネガティブな影響を与える原因で、段階的廃止の課
題は依然として残っています。ソリューションを見つける
ため、石炭を消費するすべてのカテゴリーのためのプロ
ジェクトを開始しています。石炭の使用が最も多い地域
に含まれるインドやパキスタン、トルコにおけるテキスタ
イル製品に特に焦点を当てています。しかしながら、パ
キスタンやインド、インドネシア、トルコ、中国などの市
場では石炭由来の燃料に対する補助が厚いため、代わ
りとなる燃料のコストに影響を与えています。石油由来
の燃料に関しては、主に工場内での運搬に使われていま
す。たとえば、フォークリフトの電化は極めて重要なス
テップになります。

困難ではあるものの、着実に進展しています。石炭由来お
よび石油由来の燃料の比率は、FY21 の 7％から FY22 の
5％に減少しました。30,000 トン（CO2 換算）の削減です。
さらに FY22 に、主にテキスタイル製品の生産に関連する
12 社のサプライヤーで石炭が段階的に廃止されました。

イケアには、再生可能エネルギーの現場での
生成に提供するための 1 億ユーロの資金があ
ります。これは、イケアのサプライヤーに低率
のローンを提供して、再生可能エネルギー使用
率 100％への転換を加速させる投資を可能に
するものです。

FY22 中に、6 件の申請が審査されました。このうち、
5 件は太陽光パネルの設置、1 件はバイオマスを利用し
た熱併給発電設備の設置で、再生可能な電力と熱を自
家発電で増やすというリクエストでした。FY19 の開始
以来、1 億ユーロのうち、承認された申請の合計額は約
3,000 万ユーロになりました。

太陽光パネルによる現場での発電に対する投資が実現
すれば、一年間当たり約 23GWh の追加の再生可能エ
ネルギーを生み出し、CO2 換算で約 11,000 トンを毎年
削減できます。同様に、熱併給発電は一年間当たり約
49GWh の 追 加 の 再生 可 能 エ ネル ギーを 生 み 出し、
CO2 換算で約 17,500 トンを毎年削減できます。

事例の数を増やすために、幅広いフィードバックをサプ
ライヤーや仕入れチームから集めています。認識を高め
たり、リスクを負担させないことはもちろん、通常はサ
プライヤーローンの金利に適用される取扱手数料をイケ
ア側が負担することとし、ローンをより魅力あるものにし
て、できれば追加の投資を可能にしたいと考えています。

石炭由来および石油由来の燃料の
現場での使用を段階的に廃止する

再生可能エネルギーの現場での生成
に資金を提供する

さらに前進するには、ガラス炉、セラミック窯、加熱・
蒸気用ボイラー、表面処理など、エネルギーを大量に使
用する工程に対応する事例をつくることが重要です。こう
した工程は、生産事業におけるクライメートフットプリン
トの大部分を形成しており、対処に大きな投資を必要と
します。これらの工程の多くは熱や燃料を動力源とした
工程のため、再生可能電力の購入を可能にするプログラ
ムを通して対応することはできません。現場に投資する
ことが、こうした工程を 100％再生可能エネルギーに替
える唯一の方法です。しかし、地域的な範囲については
改善が見られます。6 件の申請のうち、ヨーロッパ以外
の市場のものは 4 件でしたが、昨年はわずか 2 件にすぎ
ませんでした。
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FY22 の製品輸送のクライメートフットプリント
は、FY21と比較して4％減少しました。ベー
スラインとなる FY17と比較すると、8％の減
少でした。

イケアはグローバルな大手の荷主企業です。FY22 に、
およそ 2 百万件の輸送が行われ、CO2 換算で 130 万トン
の温室効果ガス排出量の原因となりました。

輸送が 12％（輸送トン・キロメートル）増加しているに
もかかわらず、ベースラインとなる FY17 と比較して、総
排出量は 8％減少しました。5 これにより、イケアの事業
の成長とクライメートフットプリントを切り離すことにお
いて前進しました。
 
FY21 と比較して、輸送当たりの相対的な排出量は 11％
減少し、輸送トンキロメートル当たり CO2 換算で 19g と
なり、ベースラインとなる FY17 よりも 18％減少しました。
この効率の改善は、海上輸送の割合の増加と、インター
モーダル輸送（複合一貫輸送）の割合が 46％と高いこ
とが要因でした。トラック輸送のみと比べて、両方の輸
送方法がより効率的だと認識されています。荷積みを最
適化することでイケアのすべての貨物充填率を 1％上げ
ました。海上輸送にバイオ燃料を使用したことで、二酸
化炭素排出量を 4％削減しました。

製品輸送のクライメートフットプリントを減らすために、
3 つの柱でイケアのアジェンダを進めています：
 
•	 減らす（Reduce）：効率性を高める。サービスプロ

バイダーと協力して、エネルギーや燃料の消費量を減
らし、設備稼働率を増やし、輸送網を最適化する。

•	 置き換える（Replace）：化石燃料や化石エネルギー
を排出ガスゼロのソリューションや再生可能エネル
ギーに置き換える。

 
•	 再考する（Rethink）：革新的な工夫や新しい種類の

コラボレーションをイケアのバリューチェーンに取り
入れる。新しいアイデアを進んで取り入れ、既成概
念にとらわれず、他者と協力して革新を進めることで、
あらゆることを再検討する。

製品輸送

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22 の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品寿命

-15％

-4％（vs FY17）

FY17：1.4

-8％（vs FY17）FY22：1.3

FY21：1.3

ベースライン（FY16 のデータに不備があるため、
FY17）

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）1、2

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 4.9％）

FY17 に対する FY30 の目標 

46％  
船舶

4％ 
鉄道

49％
トラック

0.4％ 
荷船

0.4％ 
外部委託の倉庫

クライメート	
フットプリント
（単位：トン、 

CO2換算）

FY30 の目標

FY30 までに、製品輸送による温室効果ガスの絶対排出量を FY17
と比較して 15％削減します。

サブ目標

2040 年までに、排出ガスゼロの中型・大型車（MHDV）のみを調
達します。3

2040 年までに、排出ガスゼロの海上輸送サービスのみを購入し
ます。4

FY25 までに、すべての物流サービスユニットで再生可能電力の使
用を 100％にします。

1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：Tier 1 製品輸送サプライヤーの上流の輸送・流通および連結した燃料・エネルギー関連活動。
2	FY22 から、レポートの範囲がイケアの製品輸送に関連した空車走行距離を占めることを再検討し、GLEC フレームワークへの適合を徹底させました。そのため、製品輸送のフットプリントが +20％の増加となった前年の数値を見直しました。
3	Climate Group によって定義されています。
3	Cargo Owners for Zero Emission Vessels によって定義されています。
5	FY16 のソースデータは工程を追跡調査するのに限界があるため、製品輸送のベースラインは FY17 です。イケアのバリューチェーンのベースラインを考えて、FY16 のために推定されました。

https://www.theclimategroup.org/join-ev100-0
https://www.cozev.org/
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FY21と比較して、絶対値ベースのクライメート
フットプリントに関して、道路輸送は 6％、鉄
道は 28％減少しました。これは主に、トラッ
ク/鉄道の代わりに海上輸送の割合が高くなっ
た結果によるものです。

FY22 に、イケアのグローバルな陸上輸送の 46％（単位：
輸送トンキロメートル）はインターモーダル輸送によっ
て行われました。より長い距離は、鉄道、短距離の海上、
内陸水路によって輸送されました。ディーゼルトラック
からインターモーダル輸送への転換は、二酸化炭素排
出量を平均で 50％削減します。イケアのインターモーダ

ルソリューションの割合の高さが、輸送産業に関わるほ
かの人々の刺激になることを願っています。

今年、EV100+ イニシアチブを通して、2040 年までに排
出ガスゼロの電気トラックに切り替えるというコミットメ
ントを掲げました。すでに、このコミットメントに向けて
重要な対策を行いました。中国では、7 台の大型電気ト
ラックがイケアの業務で現在使われています。さらに多
くのトラックが中国の中部で、2 カ所のイケアのディスト
リビューションセンターからイケア店舗への輸送フロー
で運用されています。すべての電気トラックは、稼働の
初日から再生可能電力を動力源としています。

インターモーダルと排出ガスゼロの道路輸送を目指して

上海で水素トラックの導入

FY22 に、水素を動力源とするトラックをイケアの輸送
網に導入しました。現在、上海エリアで運用されてい
る水素トラックは 21 台あります。これらのトラックは
ホームファニッシング製品をイケアのディストリビュー
ションセンターから港へ輸送しています。そのあと、製
品は海を経由して旅を続けます。トラックの動力源とな
る水素は、集められて精製され、燃料（すなわちホワイ
ト水素）となる工業副産物です。これらのトラックは、
現地の水素燃料ステーションで燃料を補給します。
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製品輸送に加えて、クライメートフットプ
リントにはイケアの物流サービスユニット
にある製品の倉庫も含まれます。

FY21 と比較して、物流サービスのクライメートフッ
トプリントは 16％減少しました。さらに、ベース
ラインとなる FY19 のゼロからスタートして、51％
の再生可能電力使用率を達成しました。FY25 ま
でにイケアの物流ユニットにおいて再生可能電力
使用率を 100％にするという目標に向かって順調
に進んでいます。3

倉庫における再生可能エネルギー使用率100％ 
に向けた取組み

アラブ首長国連邦とマレーシアにあるイケアの
倉庫で太陽光発電を増やす

ドバイにあるイケアのディストリビューションセン
ターでは、屋根の上の太陽光パネルで再生可能
エネルギーを生み出しています。FY21 の末に設
置が完了した太陽光パネルが生み出す 4.8GWh
の再生可能エネルギーを FY22 に活用し始めまし
た。これは、同じ規模の倉庫 2 棟の電力を十分
に賄える量です。

ディストリビューションセンターの運営に必要な
エネルギー量以上を生み出すとしても、省エネは
必要です。人感センサーを設置し、非稼働時間中

に空調設備の電源を切ることで、年間 0.95GWh
の電力を節約できます。

FY21 に、マレーシアの Port Klang で新しいイケ
アのディストリビューションセンターを運営し始
めました。FY22 には、その屋根に太陽光パネル
が設置され、その施設で毎月消費する電力の最
大 30％を供給しています。将来的に、倉庫の運
営に必要な量をすべて賄える再生可能電力を生
み出すことを目指しています。

グローバルな海上輸送は、世界の温室効果ガ
ス排出量の約 3％ 1 を占めます。海上輸送はイ
ケアのバリューチェーンの総クライメートフット
プリントの 2％に満たないものの、大気汚染に
も影響する重要な割合です。
 
このフットプリントを短・中期的に削減するため、バイオ
燃料の使用の増加と海上輸送の効率性の改善に焦点を
当ててきました。今年、使用済み食用油からつくられる
バイオ燃料の量を増やし、海上輸送のクライメートフッ
トプリントを 4％削減しました。これは、海運会社 CMA 
CGM とロッテルダム港、GoodShipping（カーボンイン
セッティングサービス）と連携して、初めて遠洋コンテ
ナ船にバイオ燃料を試験的に使用することに成功した
2019 年の革新的なプロジェクトがベースになっています。

さらに、海上輸送産業の全体的な改善によってもポジ
ティブな影響を受けました。Clean Cargo2 の排出要因
に基づいて、船舶の効率を全体的に年間で平均 3％改
善しています。私たちは船舶のエネルギー効率に関する
新しい国際規制を歓迎します。海上輸送による温室効果
ガス排出の透明性と精度を高めることは、私たちにとっ
て重要です。

FY21 に発表したように、遅くても 2040 年までに排出ガ
スゼロの船舶でのみイケア製品を輸送するというコミッ
トメントを掲げています。共同プラットフォームの coZEV
の一環として、ほかの利害関係者と集まり、設定目標を
達成する私たちの決意を説明し、イケアのクライメート
アジェンダの戦略を利害関係者に再確認してもらってい
ます。

海上輸送による 
温室効果ガスの排出を減らす

1 国際海事機関（IMO）、「Fourth Greenhouse Gas Study 2020」
2 Clean Cargo は、コンテナ船会社とフレイトフォワーダー、荷主間の共同パートナーシップです。詳細はこちらをご覧ください。
3 レポートの範囲は、外部委託倉庫（ルーマニアのブカレストにある倉庫を除く）と Inter IKEA Group 所有の倉庫です。
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https://www.imo.org/en/OurWork/Environment/Pages/Fourth-IMO-Greenhouse-Gas-Study-2020.aspx
https://www.smartfreightcentre.org/en/clean-cargo-1/n/clean-cargo-1/
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1	範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 1、2 排出およびスコープ 3：Inter IKEA Group の業務（IKEA Industry および IKEA Components での生産を
除く）およびフランチャイズの事業のうち、イケアリテールのパートの燃料およびエネルギーに関する活動（送配電ロスを含む）。従って「スコープ 3：フランチャイズ」
も含まれます。

2	範囲：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業。
3	範囲：Inter IKEA Group（IKEA Components および IKEA Industry の部門内での生産を除く）と、Ingka グループのイケアリテール事業（スコープ 1 および 2）。
4	範囲： 食品廃棄物を測定するデジタルソリューションが設置されたスウェーデンレストラン、スウェーデンビストロ、スウェーデンカフェ、コワーカーレストラン。

イケアのリテール事業＆その他の業務

-80％

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

ベースラインFY16：0.55

-5％（vs FY16）FY22：0.53

+8％（vs FY16）FY21：0.60

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 2％）

FY16と比較したFY30の目標 

再生可能電力の割合（％）

71％

FY22FY21 FY25

76％ 100％

サブ目標

FY25 までに、リテー
ル、その他の事業お
よびイケアが 所有す
る工場で再生可能電
力の 使 用率を 100％
にします 3。

FY30の目標

FY30までに、リテールおよびその他の事業による温室効果
ガスの絶対排出量をFY16と比較して80％削減します2。
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食品廃棄物の削減

2022 年に、スウェーデンレストランでのお客
さまに提供するまでに発生する食品廃棄物を
2022 年末までにベースラインの FY17と比較
して平均で 50％削減するという目標を達成し
ました。4 これは、2022 年末までに食品廃棄
物のデジタルソリューションを使用したすべて
のスウェーデンレストランを対象に算出されて
います。さらに、2022 年末までに全イケア店
舗の 91％に食品廃棄物ソリューションが設置
され、2021 年の 89％から増加しました。
 
食品廃棄物の削減は、スマートスケールを使用する食品
廃棄物測定ソリューションを利用して達成されました。
このツールは、スウェーデンレストラン、スウェーデンビ
ストロ、スウェーデンフードマーケット、スウェーデンカ
フェ、コワーカー用レストランで発生する食品廃棄物の
量を測定します。

食品廃棄物は AI テクノロジーとスマートスケールで測定および記録さ
れ、どんな理由で何が廃棄されたのかに関するデータを集めています。

イケアのリテール事業およびその他の業務
のクライメートフットプリントは、FY21 比
で 12％減少しました。また、数値がベース
ラインの FY16 を割り込んだのは初めてで、
ベースラインよりも 5％下回りました。

この減少は主に、再生可能電力の使用率が FY21 か
ら FY22 に 71％から 76％に増加したことが要因です。
この増加は、FY22 に再生可能電力使用率 100％を
達成したオーストリアとスペイン（本土）、そして大幅
な 進 展 を 遂 げ た 中 国（FY21 の 8 ％ か ら FY22 の
98％）やキプロス（FY21 の 3％から FY22 の 34％）
などのリテール市場によるものです。暖房、冷房、燃
料など、電気以外のエネルギー消費における再生可
能エネルギーの割合は FY21 から FY22 に 17％から
22％に増加しました。ベースラインとなる FY16 と比
較すると、3％上回っています。これは、FY21 から
FY22 に再生可能な暖房、冷房、燃料エネルギーがス
イス（+22％ポイント）、ポルトガル（+15％ポイント）、
ドイツ（+12％ポイント）、ハンガリー（+9％ポイント）、
フランス（+5％ポイント）で増加したことによるもの
です。

再生可能な暖房に比べると、100％再生可能電力を
確保するほうが簡単なため、まずはそれを達成するこ
とに重点を置いています。再生可能電力の確保に焦
点を当てることで、再生可能な暖房のためのソリュー
ションの特定や投資の計画をする時間が生まれます。
その方がより資本集約的で、既存の建物の改良を必
要とします。可能な限り地中熱・空気熱利用ヒートポ 
ンプを使用した暖房の電化をほかのソリューションよ
り も 優 先 して い ま す。 い くつ か の 市 場（IKEA 
Germany など）では、長期的なバイオガス契約を
結びました。暖房におけるバイオガスの割合は毎年
増加しています。
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クライメートポジティブを実現するために、私たちは
すべての市場でイケアの全事業（店舗、倉庫、工場、
オフィス、その他の業務）の再生可能エネルギー使
用率 100％を目指して取り組んでいます。FY22 に、
イケアの 24 の市場で再生可能電力使用率 100％を
達成しています（FY21 と比べて国の数は同じですが、
地域の数が増えています）。冷暖房に関しては、5 つ
のイケア市場のみがほぼ 100％を達成しています。

FY22 に、236 のイケア店舗が太陽光パネルを設置
しました（FY21 は 230 店舗）。

イケアの業務の再生可能 
エネルギー使用率 100％を
目指して尽力する ¹

中国のイケア店舗では、必要なエネルギーすべてを発電

中国北部の Tianjin Dongli にあるイケア店舗は、運営
に必要な電力を 100％生成している初めてのイケア店舗
の 1 つです。22,400m² を超える太陽光パネルが設置さ
れ、店舗の再生可能電力使用率が 100％になる見込み
です。余剰電力はその地域の電力網に送られます。この
店舗では、駐車場全体を覆う大きなオーニング（日除け）
の上に太陽光パネルを取り付けることで、設置可能ス
ペースを 4 倍にしました。

1	範囲：Inter IKEA グループ、および各イケアフランチャイジーのイケアリテール事業。
従って、生産事業のフットプリントに含まれている IKEA Industry および IKEA 
Components 部門も含みます。

中国（97.7％）
チェコ共和国（99.5％）
リトアニア（99.9％）
ルーマニア（99.4％）
スウェーデン（99.7％）
オランダ（98.2％）
アメリカ（99.5％）

オーストリア
ベルギー
カナダ 
クロアチア
デンマーク
フィンランド
フランス
ドイツ
ハンガリー
アイスランド
アイルランド
イタリア

New 日本
ラトビア
ノルウェー
ポーランド
ポルトガル
セルビア
スロバキア
スロベニア
スペイン - 本土
スペイン - カナリア諸島、バレアレス諸島
スイス
イギリス

New

再生可能電力使用率 100％を達成 再生可能電力使用率 100％をほぼ達成

再生可能電力使用率 100％を未達成 レポートの範囲外

（小規模部門のみ未達成）
冷暖房で再生可能エネルギー使用率 100％をほぼ達成

フィンランド（96.5％）
アイスランド（96.2％）
アイルランド（98.3％）
スロバキア（96.7％）
スウェーデン（97.9％）

中国：FY21 の 8.1％から
FY22 は 97.7％に
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1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出 – カテゴリー 6：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業の出張、排出スコープ 3 –  
カテゴリー 7：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアのリテール事業の従業員の通勤

2 範囲：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業。

コワーカーの通勤と出張によるクライメートフット
プリントは、FY21と比較して 1％増加しました。
ベースラインとなるFY16と比べると、40％の削減
となりました。

出張によるフットプリントのみでは、ベースラインの FY16 と
比べて 82％減少しました。この減少の主な要因は、パンデミッ
ク前に比べて出張が少ないまま推移しているためです。コワー
カーの通勤は、コワーカーの数が FY21 の 225,000 人から
FY22 の 231,000 人に増加したにもかかわらず、FY21 と比較
して 8％減少しました。この改善は主に、ハイブリッドな働
き方によるコワーカーの通勤距離の短縮が要因となっていま
す。ほかの移動モデルと同様に、燃料のライフサイクル全体
に関連する排出を完全に取り込むことを徹底させるため、
well-to-tank（WTT：原料の採掘から車に充填するまで）に
関する排出要素を考慮に入れることによって移動モデルを見
直しました。さらに、出張関連の排出をすべて取り込むため、
イケアのフランチャイジーの Ingka グループに関して、ホテ
ル宿泊に伴う排出を追加しました。出張は今もなお、ほかの
イケアのフランチャイジーに関して評価されているため、こ
の情報を追加することでモデルの精度を改善しました。

出張を削減するためのガイドラインを	
さらに改善

FY21 に Inter IKEA Group は、不要な出張を減
らすことでコワーカーのウェルビーイング（心身
ともに満たされた状態）とライフバランスを改
善 するという 観 点 か ら更 新 さ れ た Meet & 
Travel 規定の運用を開始しました。また、出張
を減らすことで、経費の節約と温室効果ガス排
出量の削減にもつながります。FY22 には、次に
挙げる見解も含まれ、さらに明確になりました： 

•	 1 日のみのミーティングのための出張を抑
える

•	 同じチームから複数の人の出張を最小限に
する

•	 役員会やマネジメントチームなどの社内定
例会議の時間の 40％以上をオンラインにす
ることを決める

•	 多数の観衆が参加する数日間の会議やイ
ベントをストリーミング配信する

これらの新しい見解は、出張に伴うクライメー
トフットプリントを引き続きパンデミック前の
水準以下に保つこと、そしてより効率的なミー
ティングを促進することを目指しています。

コワーカーの通勤＆出張

FY30の目標

FY30までに、コワーカーの通勤による温室効果ガス排出
量を、FY16と比較してコワーカー1人当たりの相対値で
50％削減します。2

FY16：0.33 

FY22：0.20

FY21：0.20 -40％（vs FY16）

-40％（vs FY16）

ベースライン

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 0.8％）

15％  
出張

85％
コワーカー
の通勤

クライメート 
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）
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1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：Inter IKEA グループおよびフランチャイジーのビジネスのイケアリテール部分における下流の輸送・流通。
2 範囲：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業。

お客さまの来店＆配送サービス

FY30 の目標

FY30 までに、お客さまの来店および自宅への配送サービスによ
る温室効果ガス排出量を、FY16 と比較して、来店するお客さま
1 人当たりの相対値で 50％削減します。2

サブ目標

FY25 までに、お客さまへの配
送サービスにおいて電気自動
車またはその他の排出ガスゼ
ロのソリューションの使 用率
100％を目指します。2

EVまたはその他の排出ガス
ゼロソリューションの割合

11％

FY21 FY25

12％

FY22

100％

-3％（vs FY16）2FY22：2.1

-4％（vs FY16）FY21：2.1

FY16：2.1 ベースライン

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 8.1％）

80％
お客さまの
来店

20％ 
自宅への配
送サービス  クライメート 

フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）

自宅への配送サービスによる排出ガスゼロ
に向けて

イケアのフランチャイジーであるIngkaグルー
プは現在、排出ガスゼロの配送サービスを
24 カ国（FY21 は 22 カ国）と、アムステルダム、
ウィーン、グラスゴー、ニース、オスロ、中国
の上海とその他の 9 つの主要都市を含む 15
の都市で展開しています。FY23 の末までに
50 都市を目指しています。

FY22 のお客さまの来店＆配送サービスによる
クライメートフットプリントは、FY21と比較し
て 1％増加しました。ベースラインとなるFY16
と比べると、3％減少しました。

店舗の客単価を相対的に見ると、FY21 と比較して 0.4％
減少しています。この改善は、規模が小さめの都心型店
舗のオープンによる可能性があります。これによって、
世界中のお客さまの行動の変化に合わせられるだけでな
く、お客さまの店舗までの移動距離も短縮できます。既
存のモデルを使用してお客さまの来店によるクライメー
トフットプリントを計算することができないため、その効
果はまだ確定されていませんが、それでもこれは前向き
な変化といえます。

お客さまの来店によるフットプリントの削減を成功に導
く鍵は、EV（電気自動車）などの排出ガスゼロの車両で
の移動を可能にすることです。これを支援するため、イ
ケアのフランチャイジーである Ingka グループは、イケ
ア店舗に備える EV 充電器の数を増やしています。FY22
には 3,090 基に達し、FY23 には 5,000 基以上を目指し
ています。

電 気トラックによる配 送の割 合は FY21 から FY22 に
11％から 12％に増加しました。2 自宅への配送サービスに
よるクライメートフットプリントは、FY21 から FY22 に絶
対値で 7％増加しました。これは、自宅への配送サービ
スの件数が増加したことによる影響が、EV による自宅へ

の配送サービスへの転換による影響よりも大きかったためで
す。この増加は、新型コロナウイルスの長引く影響がさらに要
因となっています。購入方法がオンラインにシフトし、自宅へ
の配送による排出の増加につながりました。今年、燃料のラ
イフサイクル全体に関連する排出を完全に取り込むことを徹底
させるため、well-to-tank（WTT：原料の採掘から車に充填す
るまで）に関する排出要素を考慮に入れることによってモデル
を見直しました。イケアのフットプリントの計算方法について
詳しくは、37 ページをご覧ください。
 
また、これまではイケアのフランチャイジーである Ingka グ
ループに関してのみお客さまの来店によるクライメートフット
プリントが測定できて、その他の 11 のフランチャイジーに関
しては推定値でしたが、今年、お客さまの来店のためのモデ
ルを改善し、イケアの全市場に関して測定できるようになりま
した。今後、お客さまの来店によるクライメートフットプリン
トを計算するこのモデルを改訂できないか模索し、お客さま
との接する機会の変化に対応できるようにしていきます。現在、
店舗やプランニングスタジオなどのカスタマーミーティングポ
イントへの来店をますます推進する一方で、お客さまはほか
のミーティングポイントや自宅でも購入できるようになってい
ます。そのため、お客さま全体の数ではなく、来店客数や来
店方法による影響を計算することが重要です。同様に、商品
受取りサービスなど、商品の受取り方も多様化しています。こ
の進捗については来年のイケアのクライメートレポートで発表
します。
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FY22 の家庭での製品の使用によるクライメー
トフットプリントは、FY21に比べて 20％減少
しました。ベースラインとなるFY16と比較す
ると、45 の％減少でした。

このフットプリントの大部分は、照明や家庭用設備機器
などの製品の電力消費によるものです。小さい割合の要
因としては、ガスコンロ、冷蔵庫や冷凍庫に使用される
冷媒、家庭でのキャンドルの燃焼などがあります。2

FY21 から、家庭での製品の使用によるクライメートフッ
トプリントは 20％減少しました。こうした進展は、主に
照明のエネルギー効率の大幅な改善によるもので、とく
に 2021 年 10 月に発売された SOLHETTA/ ソールヘッタ 
LED 電球シリーズの導入が寄与しています。さらに、設
備機器のエネルギー効率は、FY21 から 1％の上昇で、上
げ幅は小さいものの重要な改善です。また、FY21 と比
べて、照明と設備機器の売上は減少しました。照明は売
上数で 14％、設備機器は売上数で 12％低下しました。
製品の売上数がこのフットプリントを牽引するため、サプ

ライチェーンの上流のフットプリントに使われる生産量の
伸びよりも売上数を調査する方がより関連性があります。

私たち自身の進展のほかにも、イケアの全市場でお客さ
まが消費する再生可能電力の平均使用量は、ベースラ
インとなる FY16 から 6％ポイント、FY21 から 1％ポイン
ト増加しています。こうしたことは、外部に働きかけて、
お客さまが家庭で再生可能電力を消費できるようにする
政策や規制を推進する重要性を強調しています。国の電
力網における再生可能電力の割合をさらに高めれば、お
客さまの家庭のクライメートフットプリントは大幅に小さ
くなるでしょう。

1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：販売した製品の使用と、燃料およびエネルギーに関する活動（送配電ロスを含む）。
2 イケアのスマート家電は現在フットプリントから除外されています。イケアのスマート家電のクライメートフットプリントを測定する方法は現在開発中で、FY23 のクライメートレポートに含まれる見込みです。

家庭での製品の使用

FY30 の目標

これまでの目標はすでに達成し、現在は EU のエネルギー効率
に関する新しい法令の影響を評価しているため、目標は策定中
です。

-31％（vs FY16）

FY16：6.4

-45％（vs FY16）FY22：3.5

FY21：4.4

ベースライン

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

69％
照明

30％
家庭用設備
機器

1％
キャンドル

（FY22 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 13.7％）

クライメート 
フットプリント 
（単位：トン、 

CO2換算）
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サブ目標

FY30 までに、キャンドルに使用する化石燃料由来のパラフィンを
段階的に廃止します。
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家庭での製品の使用によるクライメート
フットプリントの主な要因は、照明の電力
消費です。

イケアの照明は FY15 からエネルギー効率に優れた
LED のみを使用していますが、より少なくて優れた
原材料の使用、より手ごろな価格を念頭に、すでに
優れている製品をさらに改善する方法を常に探して
います。そこで私たちは、優れたデザインと手ごろ
な価格を維持しながら、FY30 までに商品のエネル
ギー効率（1 ワット当たりのルーメン数）を継続的に
高めていくための明確な目標とアクションを盛り込
んだロードマップを策定しました。FY16 からエネル
ギー効率は 76％向上し、クライメートフットプリン
トは 51％減少しました。大きな成果です！これは、
電気消費 1kWh 当たりで、より多くの光が生み出さ
れ、より少ないエネルギーが熱として放出されてい
るということです。FY21 と比較して、エネルギー効
率（lm/W）は 19％向上しました。FY22 のこの成果
に最も貢 献したのは、SOLHETTA/ ソール ヘッタ 
LED 電球シリーズです。

照明

イケアでエネルギー効率がもっとも高い	
LED電球の SOLHETTA/ソールヘッタ

2021 年 10 月に発売された SOLHETTA/ ソール
ヘッタ LED 電球シリーズは、ほぼ FY22 を通し
て販売され、FY22 の総売上数（パッケージの
総数）は 3500 万個でした。SOLHETTA/ ソー
ルヘッタ LED 電球シリーズの加重平均エネル
ギー消費効率は 134lm/W で、FY22 のその他
の照明の加重平均エネルギー効率は 82lm/W
でした。SOLHETTA/ ソールヘッタの定格寿命
は 25,000 時 間 で、 初 期 の LED 電 球（ おもに
LEDARE/ レーダレと RYET/ リーエト）の加重平
均よりも長く、FY21 比で 18％の平均定格寿命
の向上に貢献しています。それでも、照明製品
の定格寿命全体にわたる総エネルギー消費は、
FY21 と比べて FY22 には減少しました。これは、
売上数の減少が大きく影響しているとしても、相
対的に向上したエネルギー効率によるものです。

FY16 年から、家庭でのキャンドルの燃焼による
クライメートフットプリントは28％減少しました。

この減少は主にキャンドルの売上（総重量）の減少による
もので、ほかの理由として、化石燃料由来パラフィンの使
用の削減、新しい再生可能なワックスの導入が考えられ
ます。イケア製品に使用する菜種ワックスの量を FY21 の
3％から 5％に増やしました。

キャンドルの燃焼による実際の CO2 排出量は、使用する
ワックスにかかわらず同じですが、地球温暖化への影響
は、化石燃料由来ワックスか、または再生可能ワックス
かで変わります（すなわち地球温暖化係数）。

私たちは、FY30 までに化石燃料由来のパラフィンを段階
的に廃止するという目標を設定しました。キャンドルのク
ライメートフットプリントを把握するには、家でのキャンド
ルの燃焼とワックス（すなわち原材料）をつくるためのク
ライメートフットプリントの両方を見ることが大切です。
ワックスに関しては、ワックスに使用する作物の土地利用
の影響および土地利用変化だけでなく、サプライチェーン
の加工段階も含めることが重要です。

化石燃料由来のパラフィンに代わる適切なものを見つける
ことが課題で、積極的に代替品を探し、試し続けていきま
す。それでも、私たちは引き続き再生可能なキャンドルワッ
クスの使用を増やし、菜種や大豆など、植物由来ワックス
を生み出すさまざまな材料に移行しているところです。

キャンドル
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FY21から、お客さまが家庭で使用するイケア
の家庭用設備機器のクライメートフットプリン
トは 21％減少しました。この成果は次の 3 つ
の要因によるものです：

 
1.	 設備機器のエネルギー効率が平均で 1％（kWh/ 年）

改善しました。影響の大きい製品分野の 1 つである
食器洗い機の年間エネルギー消費量が、FY21 と比
較して 6％減少しました。これは主に、LAGAN/ ラー
ガン 60（262kWh/ 年）に比べて小型の LAGAN/ ラー
ガン 45（213kWh/ 年）の売上が相対的に増加した
ことによるものです。しかし、影響の大きい製品分
野であるコンロは、年間エネルギー消費量がその製
品分野全体で 2％増加しました。MATMÄSSIG/ マト
メシグ シリーズにおいて注目すべきポジティブな動
向があります。エネルギー効率のより高い IH コンロ
が、エネルギー効率のより低いガラスセラミックコン
ロやガスコンロと置き換わったことで、この製品シ
リーズの FY22 の年間エネルギー消費量が FY21 比で
8％減少しました。

2.	 設備 機 器 製品すべての売上 数が FY21 と比 較して
12％減少しました。

3.	 お客さまの再生可能電力使用率の平均は、FY21 の
37％から FY22 の 38％に増加しました。これは、家
庭用設備機器による送電網からの電力消費のクライ
メートフットプリントの平均が 9％減少したことによ
るものです。たとえば、売上高が最大のドイツ市場
では、送電網からの平均電力消費のクライメートフッ
トプリントは FY21 と比較して 14％減少しました。

イケアの照明と同様に、FY30 に向けてエネルギー効率を
向上させるための明確なアクティブを盛り込んだロード
マップを策定しました。エネルギーラベルのための新しい
規則に合わせるため、現在私たちは全体目標の設定を行っ
ています。新しいテクノロジーによってエネルギー効率を
さらに向上させたガスコンロを今後数年にわたって導入し
ていく予定です。ガスコンロは化石燃料である天然ガスを
使用しますが、地域のインフラは限られ、電気という選
択肢が常にある訳ではないため、製品にこうした選択肢
を残していくことが重要だと考えています。

エネルギー効率の優れた家庭用設備機器を提供するう
えで私たちが直面する課題の 1 つが、製品の使用による
エネルギー消費の測定方法に関する法的基準が市場ご
とに異なるということです。そのため、製品を比較したり、
お客さまに明確な情報を提供したりすることが難しく
なっています。私たちにとって、冷却製品（冷蔵庫や冷

凍庫）は、具体的な目標を達成するうえで最大の課題と
なっています。しかしイケアは、アップデートされた EU
のエコデザイン指令と設備機器のための新しいエネル
ギーラベル（FY21 に導入）によってエネルギー消費に対
する意識向上に貢献し、よりエネルギー効率に優れた冷
蔵庫・冷凍庫ソリューションを発売することでポジティ
ブな変化を促しています。

家庭用設備機器 
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製品寿命

私たちは、リサイクルポリオールのフォームへの使用を増やし、
業界の変化を促してリサイクルまたは再生可能フォームを使用
したマットレスに向けた取組みを進めます。

FY22 に、BILLY/ ビリー 本棚の循環性を向上させるためにデザインを
見直しました。新しいデザインによって、プラスチックの使用を減らし、
突き板をペーパーフォイルに切り替えました。さらに釘の代わりにパ
チンとはめる固定具で背板を留めるようにしたので、分解・組み立て
直しが可能になり、修理も簡単になりました。

1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出：販売した製品
の廃棄後の処理。

FY22 の製品寿命によるクライメートフットプ
リントは、FY21 に比べて 8％減少しました。
ベースラインとなる FY16と比較すると、7％
の削減です。

製品寿命によるクライメートフットプリントの削減は主
に、製品の売上総重量の減少によるものです。私たち
の現在の計算モデルは、販売された製品の重量の推定
値と廃棄物の最終処分方法（リサイクル、焼却、 埋め立
て）の全国平均に基づいています。遅くても FY24 中に、
こうしたクライメートフットプリントの計算モデルを、リ
サイクルを念頭に置いて製品をデザインする取組みに対
応するようにアップデートしていく予定です。今後使用
する計算モデルに必要なもう 1 つの改善点は、さまざま
なタイプの廃棄物の最終処分方法の全国平均を使うの
ではなく、各イケア店舗付近の地域のインフラに沿った
ものにする必要があります。

私たちはサーキュラービジネスに転換を図りながら、製
品をリサイクルすることを最初から念頭に置いてデザイ
ンする取組みも行っています。これによって、製品が最
終的に埋め立て処分や焼却処分となってクライメート
フットプリントを増加させるのを防ぐよりよい機会を提供
しています。その代わり、イケア製品は二次原材料とし
て使用できるようになります。

さらに、私たちは責任ある廃棄物管理の仕組みや製品
のサーキュラーループの開発を支援し、製品のお手入れ
やリサイクルに関連した地域社会での雇用を創出するこ
とで、製品の寿命を延ばす可能性を高めたいと考えてい
ます。そのため、私たちが資源を調達する地域のコミュ
ニティや社会と協力して、リサイクルインフラを拡大でき
るように自らの役割に取り組んでいます。最終的には、
イケア製品が生み出す廃棄物の量と同量のリサイクル素
材を調達したいと考えています。

私たちがすべての製品をリサイクルできるようにデザイン
して、市場でのリサイクルが 可能になれば、原理 上、
FY30 までにこのクライメートフットプリントを全廃でき
るでしょう。しかし、まずは予防ありきです。再利用を
奨励し、改修と再製造に取り組み、製品をできるだけ長
く使えるようにし、最後のステップでリサイクルされるよ
うにします。

+1％（vs FY16）

-7％（vs FY16）

FY16：1.7

FY22：1.6

FY21：1.7

ベースライン

FY30の目標：策定中

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2換算）1

（FY22のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの6.2％）
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大気汚染
きれいな空気は、より健康でサステナブルな暮
らしに不可欠で、軽視することはできません。
そのため、私たちは大気汚染物質の削減に積極
的に取り組んでいます。

大気汚染とは、人や環境に害を及ぼすガスや粒子が大気
中に放出されることです。もっとも健康被害をもたらす大
気汚染物質と温室効果ガスは同じ要因から発生している
ことが多いため、それらの排出の削減に必要な取組みに
は強い相乗効果があります。一例として、メタンやブラッ
クカーボンを含む、いわゆる短寿命気候汚染物質（SLCP）
などがあります。

企業が自らの屋外大気汚染のフットプリントを把握する際
に欠けていたものは、バリューチェーン全体の大気汚染
物質排出量の数値化を適切に処理するための科学的で堅
実な手法です。

これに取り組むため、Inter IKEA Group は、ストックホル
ム環境研究所（SEI）と気候と大気浄化の国際パートナーシッ
プ（Climate & Clean Air Coalition、CCAC）と共同で、バ
リューチェーン全体の屋外大気汚染の測定に関する史上初
の企業向けガイドを策定しました。このガイド「A Practical 
Guide for Business：Air Pollutant Emission Assessment

（企業向け実用ガイド：大気汚染排出評価）」は、世界経
済フォーラムと Clean Air Fund による Alliance for Clean
の創設メンバーが 1 年間のパイロットトライアルを行ったあ
と、エジプトのシャルム・エル・シェイクで開催された
COP27 ですべての国に向けて発表されました。

このガイドラインは、国内の大気汚染排出一覧表の開発に
おいていくつかの国で使用された既存の方法と標準に基づ
いています。このガイドラインの重要な目的は、使いやす
くすることと、作業が増えるのを防ぐことです。温室効果
ガス排出量の計算のためにすでに集められたデータの多く
は、企業のバリューチェーンにおける大気汚染の定量化に
も使えるからです。

大気汚染に大きく寄与しているものには、燃料の燃焼（石
炭、バイオマス、ディーゼルなどのバイオ燃料および化石
燃料）、廃棄物処理（メタンを放出する埋め立て、廃棄物
の焼却または野焼き）、そして農業が含まれます。農業に
よる大気汚染の要因は、家畜によるメタンの排出、肥料の
使用、農作物の残留物の野焼き、農業をするための整地
を目的に森林や泥炭地で火災を起こすことによる森林破壊
などです。

今年、私たちはバリューチェーン全体にわたる事業活動に
関する、初の屋外大気汚染排出一覧表のひとつを公表して
います。バリューチェーンの重要な部分、特に原材料と食
品原材料が欠けていることに私たちは気付いていますが、
大気汚染の公表と取組みの重要性に関して意識を高めるだ
けでなく、現在私たちが明確に公表できる影響についても
透明性を持ちたいと考えています。私たちがさらに学び、
ガイドラインが改善されると共に、大気汚染一覧表も同様
に改善されると思われます。詳しくは 40 ページをご覧くだ
さい。

健康への悪影響が大きい大気汚染物質一覧
健康への影響に基づいて、Inter IKEA Group は Alliance for Clean Airと協力して、次の 5 つの大気汚染物質を監視することを
決めました：NH3、SO2、NMVOC、NOx、そして PM2.5、33 ページをご覧ください。メタン（CH4）もまた監視することが重要で
すが、現在の温室効果ガスの排出に関するレポートから数値を抽出することができません。将来的に対処する見込みです。

PM2.5
SO2NH3

NMVOC NOx

CH4 CO

地上レベル
オゾン

ブラックカーボン、 
有機炭素、黄砂、 
そして硫酸塩、硝酸塩、
アンモニウムからなる 
粒子など。

地上レベルオゾン前駆物質

PM2.5 前駆体

一次

PM2.5

NH3	 アンモニア
SO2	 二酸化硫黄
NMVOC	 非メタン揮発性有機化合物
NOx	 窒素酸化物
PM2.5	 大きさが 2.5 μ m 以下の粒子状物質

CH4	 メタン
CO	 一酸化炭素
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来年、私たちの大気汚染のフットプリントをさらに分析し、イケ
アのピープル・アンド・プラネット・ポジティブ戦略の「積極的に
大気汚染物質を削減する」というコミットメントに従って目標を
定義します。これらのベースになるのは、イケアの温室効果ガス
排出量を削減し、大気汚染をできるだけ抑える追加の活動を生
み出すために取り組んでいる既存の活動です。

大気汚染の削減に寄与する現在の活動には次のものが含まれます：

•	 2025 年までに、電気自動車およびその他の排出ガスゼロの
ソリューションによる配送サービスのみにすることを目指し、
人口密集地域で発生する大気汚染を削減します。

•	 遅くとも 2040 年までに、排出ガスゼロの大型車のみを使用
します。

•	 2040 年までに、海上輸送用に排出ガスゼロの燃料のみを購
入します。

•	 遅くても FY25 までに、イケア製品の生産に使われる石炭
由来燃料および石油由来燃料をできる限り段階的に廃止し
ます。

•	 大気汚染物質の排出が非常に少ない、廃棄木材から電力や
熱を現場で生成する MEVA Energy のテクノロジーなどの、
よりクリーンで新しいテクノロジーに投資します 1

•	 イケアの食品および使用される農業管理手法にプラントベース
（植物由来）の選択肢の数を増やし、農業で発生する大気汚
染を減らします。

•	 FY25 までに、イケアのリテール市場およびトップ 10 の供給
国において再生可能電力使用率を 100％にします。

•	 「Better Air Now」（よりよい空気を今すぐに）イニシアチブは、
昔から行われている稲刈り後に出る稲わらを燃やすことが大
気汚染に大きく影響するため、稲わらを新しい再生可能な原
材料に変えることを目指しています。

1	FY21 に、IKEA Industry は Meva Energy AB と、再生可能電力の生成に関する契約を結びました。Meva Energy のテクノロジーは、現状ではリサイクルで
きずに焼却処分している廃棄木材から電気と熱を生成します。

バリューチェーンの全段階にわたる排
出の詳細は、付録の 40 ページをご覧
ください。

PM2.5
粒子状物質、	
≤ 2.5µm

FY16

FY21

FY22

5.0

4.8

ベースライン

-2％（vs FY16）

-4％（vs FY16）

4.9

SO2
二酸化硫黄

FY16 3.5 ベースライン

FY22 3.3 -5％（vs FY16）

FY21 -6％（vs FY16）3.3

0.78

0.88

FY16

FY21

FY22

NH3  	
アンモニア

ベースライン

+22％（vs FY16）

+13％（vs FY16）

0.95

NOx
窒素酸化物

FY16 32 ベースライン

FY21 32 -2％（vs FY16）

FY22 31 -5％（vs FY16）

NMVOC
非メタン揮発性	
有機化合物

FY16 9.2 ベースライン

FY22 10 +13％（vs FY16）

FY21 +13％（vs FY16）10

Alliance for Clean Air

スコットランドの グラスゴーで 開 催され た
COP26 で、Alliance for Clean Air がスタートし
ました。大手企業が連携して大気汚染問題に取
り組むための初めてのグローバルな企業のイニ
シアチブです。このアライアンスは、世界経済
フォーラムによって、Clean Air Fund とのパート
ナーシップにおいて開 始されました。Inter 
IKEA Group は、創設メンバーの 10 企業のうち
の 1 つです。ほかのメンバーは、Accenture、
Bloomberg、Biogen、Google、GoTo、
Maersk、Mahindra Group、Siemens、
Wipro です。このアライアンスで、Inter IKEA 
Group は Siemens と一緒に共同議長を務めて
います。

アライアンスには次の 3 つの目的があります：

1.	 測定し、削減する：大気汚染フットプリント
を確立し、大気汚染排出量を削減する野心
的な目標を設定する。

2.	 サポートする：大気汚染の影響について利害
関係者の意識を高めることでサポートする。

3.	 イノベーションを取り入れる：大気汚染を
抑える先駆的なプロジェクトを提示し、導
くためにイノベーション力を利用する。

大気汚染フットプリントを測定および追跡する
ためにこのアライアンスは、Inter IKEA Group
とストックホルム環境研究所、Climate and 
Clean Air Coalition によって策定されたガイ
ド、「A Practical Guide for Business：Air 
Pollutant Emission Assessment」（企業向け
実用ガイド：大気汚染排出評価）を使用してい
ます。

イケアのバリューチェーン内で監視される大気汚染物質  - 実績 vs FY16 のベースライン（単位：千トン）
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付録

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録



35 - イケアのクライメートレポート FY22

温室効果ガス一覧表：スコープ 1、2、3 排出
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温室効果ガス排出量の合計（単位：トン、CO2 換算） FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22

スコープ 1
自社施設での排出、燃料の燃焼、冷媒

124,100 119,984 115,823 90,600 78,621 75,511 84,168

スコープ 2
購入した電気、熱
拠点ベース 437,521 446,061 475,131 493,996 464,337 429,616 456,110
市場ベース 294,117 216,611 265,483 149,099 83,563 69,523 21,728

スコープ 3
1. 購入した製品・サービス 15,899,741 16,223,018 17,214,282 16,943,675 15,226,870 16,523,954 16,312,795

食品原材料 864,085 899,309 974,772 891,476 721,033 700,534 806,427
原材料 12,104,912 12,292,274 13,238,396 13,087,259 11,835,942 13,639,662 13,477,895
生産 2,874,356 2,964,668 2,952,283 2,908,393 2,634,541 2,139,212 1,982,740
リテール設備＆コワーカーのユニフォーム 56,389 66,766 48,832 56,547 35,354 44,546 45,733

2. 資本財 199,633 193,558 348,943 316,464 188,116 126,622 114,448
3. 燃料およびエネルギーに関する活動 112,115 76,448 105,010 64,298 58,883 52,681 42,754
4. 輸送および配送（上流） 1,387,481 1,376,679 1,442,096 1,361,832 1,172,995 1,322,544 1,268,727
5. 事業から出る廃棄物 53,190 79,700 103,207 87,552 51,432 46,654 36,179
6. 出張 168,600 158,733 168,480 127,697 60,688 14,648 30,758
7. コワーカー（従業員）の通勤 161,925 166,186 170,032 177,013 134,509 183,026 168,564
8. リース資産（上流） 0 0 0 0 0 0 0
9. 輸送および配送（下流） 2,136,588 2,239,811 2,391,340 2,693,380 2,350,212 2,053,238 2,078,892

お客さまの来店 1,851,325 1,918,379 1,976,583 1,958,376 1,742,529 1,600,491 1,659,588
自宅への配送サービス 285,263 321,432 414,758 735,003 607,683 452,747 420,304

10. 販売した製品の加工 0 0 0 0 0 0 0
11. 販売した製品の使用 6,425,620 5,993,361 5,806,084 5,135,088 4,607,920 4,438,055 3,528,923

設備機器 1,427,665 1,404,463 1,421,986 1,405,648 1,221,947 1,319,171 1,046,560
キャンドル 71,946 68,051 66,232 58,792 53,269 56,031 51,614
照明 4,926,010 4,520,847 4,317,865 3,670,576 3,330,320 3,062,205 2,430,561
家庭用電子機器 0 0 0 73 2,384 649 189

12. 販売した製品の廃棄 1,730,626 1,720,994 1,748,457 1,725,503 1,589,999 1,742,439 1,602,307
13. リース資産（下流）
14. フランチャイズ 529,749 563,309 637,749 619,339 608,717 574,613 514,719
15. 投資 0 0 0 0 0 0 0

総計 
（スコープ 2 排出に関して、市場ベースの値は購入した電気および熱に使用） 29,223,486 29,128,391 30,516,998 29,491,540 26,212,526 27,223,506 25,804,960

スコープ外
生物起源エミッション（自社施設での燃料の燃焼による）

444,550 431,173 488,115 539,297 509,025 498,934 528,688
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FY22 の外部イニシアチブの進捗
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外部のイニシアチブに関するイケアのすべての
コミットメントを以下にまとめます。各イニシア
チブの事前に定義されている範囲に応じて、イ
ケアのサステナビリティレポート FY22 やイケア
のクライメートレポート FY22 で発表している値
と異なる場合があります。

Science Based Targets イニシアチブ

この目標範囲には、バイオエネルギー原材料に
よる生物起源エミッションと除去量が含まれて
います。バイオエネルギーによる温室効果ガス
排出量に関しては、CO2 の地球温暖化係数は
ゼ ロと想 定されてい る一方 で、CH4 および
N2O の地球温暖化係数は含まれています。ク
ライメートフットプリントの計算方法における排
出要因に関しては、37 ページをご覧ください。

FY22 の進捗FY25 の目標

Inter IKEA Group は、2025 年
度までにグループの業務（スコー
プ 1 および 2）の再生可能電力
使用率を 100％にするというコ
ミットメントを掲げています。

Inter IKEA Group による「イケアの
リテール事業＆その他の業務」と「生
産事業」に関する業務を含みます。

FY25FY22

100％97％

1	Inter IKEA Group による「イケアのリテール事業＆その他の業務」と「生産事業」（IKEA Industry および IKEA Components）に関する業務によるスコープ 1 および 2 の
排出を含みます。

2 IKEA Industry および IKEA Components のイケアが所有する工場での生産を除きます。これはスコープ 1 および 2 で報告されています。

3	ここに示した数字は、イケアのクライメートレポート FY22 の他の部分の数字と異なりま
す。イケアのクライメートレポート FY22 の計算方法には、炭素機会費用などの概念を
取り入れているためです。イケアのクライメートレポートは毎年の始めに報告されるため、
FY22 版には 2021 年までの進捗が含まれています。

Cool Food Pledge3

以下の数字は、Cool Food Pledge に対するイケアのコミットメントに
照らした進捗をまとめたものです。目標として、FY30 までに FY16 と
比較して食品関連の温室効果ガス絶対排出量を 25％以上削減する
か、または食品関連のカロリー当たりの温室効果ガス排出量を 38％、
相対的に削減することを目指します。

農業サプライ 
チェーンの 
排出 

炭素
機会費用

合計 ベースラ	
インからの 
変化（％）

FY16
FY17
FY18
FY19
FY20
FY21
FY30

2.8
2.8
2.6
2.5
2.4
2.2

12.2
12.2
11.1
10.6
10.0
9.4

15.0
14.9
13.7
13.1
12.4
11.6

0％
0％
-9％
-13％
-17％
-23％
-38％

相対値で 38％削減する目標に対する進捗

農業サプライ 
チェーンの 
排出 

炭素
機会費用

合計 ベースラ	
インからの 
変化（％）

FY16
FY17
FY18
FY19
FY20
FY21
FY30

0.52
0.54
0.52
0.50
0.39
0.35

2.26
2.34
2.23
2.12
1.66
1.48

2.78
2.87
2.75
2.62
2.05
1.82

0％
+3％
-1％
-6％
-26％
-34％
-25％

絶対値で 25％削減する目標に対する進捗

FY22 の進捗FY30 の目標

イケアのホームファニッシング
事業は、FY16 と比較して、イ
ケアのバリューチェーン全体の
温室効果ガス絶対排出量（ス
コープ 1、2、3）を 15％以上
削減するというコミットメント
を掲げています。

（単位：百万トン、CO2 換算）

FY16 FY30

29.2 25.8

FY22

-15％

-12％

FY22 の進捗FY30 の目標

Inter IKEA Group は、スコー
プ 1 および 2 の温室効果ガス
排 出 量 を FY16 と 比 較 して
80％削減するというコミット
メントを掲げています 1。

（単位：百万トン、CO2 換算）

FY16 FY30

0.42

0.11

FY22

-75％

-80％

FY22 の進捗FY30 の目標

Inter IKEA Group も、ホーム
ファニッシング、食品、部品、
カタログの一次サプライヤー
の生産によるスコープ 3 の温
室 効 果 ガ ス 絶 対 排 出 量 を、
FY16 と比較して 80％削減す
るというコミットメントを掲げ
ています 2。

（単位：百万トン、CO2 換算）

FY16 FY30

2.9 2.0

FY22

-32％

-80％

FY22 の進捗FY30 の目標

イケアのリテール事業（スコー
プ 3）に関して、イケアのフラン
チャイジーである Ingka グルー
プは、スコープ 1 および 2 の温
室効果ガス絶対排出量を FY16
と比較して 80％削減するという
コミットメントを掲げています。

（単位：百万トン、CO2 換算）

FY16 FY30

0.37 0.25

FY22

-31％

-80％

FY22 の進捗FY30 の目標

Inter IKEA Group とイケアの
フランチャイジーである Ingka
グループは、お客さまの来店、
コワーカーの通勤、自宅への
配送サービスによるスコープ 3
の温室効果ガス排出量を FY16
と比較して 1 人当たり 50％削
減するというコミットメントを
掲げています。

お客さまの来店とコワーカーの通勤
が多様であることに加えて、カスタ
マーミーティングポイントのタイプが
変化したため、今年は 1 人当たりの
目標に対する進捗は開示せず、絶対
値での進捗のみを開示することにし
ました。代わりに、お客さまの来店と
コワーカーの通勤によるクライメート
フットプリントへの対応の進捗をより
適切に反映させるため、目標を改訂
し、新しい目標を提示します。

（単位：百万トン、CO2 換算）

（1,000kcal 当たりの CO2 換算 kg）

https://about.ikea.com/en/about-us/the-ikea-franchise-system
https://about.ikea.com/en/about-us/the-ikea-franchise-system
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クライメートフットプリントの計算方法

全体

ここではイケアのクライメートフットプリントの計算方法
の概要について説明します。範囲はイケアのバリュー
チェーン全体としています。これには、イケアの製品に
使用される原材料または食品原材料の生成と処理、一
次サプライヤーまたはイケアが所有する工場での生産、
イケアストアまたは倉庫への輸送が含まれています。す
べてのイケア店舗、倉庫、オフィス、その他の業務だけ
でなく、コワーカーの通勤と出張も対象としています。イ
ケア店舗へのお客さまの来店だけでなく、お客さまが注
文した製品のイケアストアから自宅への配送サービスに
よる移動も含まれています。製品の自宅での使用は主に、
照明や設備機器製品に必要な電力消費と、キャンドルの
燃料による温室効果ガスの排出です。最後に、製品がリ
サイクルされず、焼却処分または埋め立て処分になった
場合の製品寿命によるクライメートフットプリントが含ま
れています。いくつのアジェンダはまだ策定中です。こう
したアジェンダは、透明性を確保するため、ほかのクラ
イメートフットプリントに組み込むまでは「その他」に分
類します。

クライメートフットプリントの計算は、GHG（温室効果ガ
ス）プロトコルとそのガイダンス文書に従って行われます。

この計算モデルは、イケアのバリューチェーンとその役割
をできるだけ正確に反映するように、毎年見直されます。
更新は、トレーサビリティを向上させるためと、条件付き
の推定値ではなく、サプライヤーのより具体的な情報へ
のアクセスを確保するために行われます。また、データサ
イエンスと計算基準が向上しているためでもあります。過
去のデータは常に修正され、開示されたすべての実績が
進捗を反映し、計算が変わらないようにしています。

排出係数

使用する排出係数に関しては、個々の記載をご覧くだ
さい。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第 6 次評価
報告書（AR6）で定義されている通りに、報告される温
室効果ガスの地球温暖化係数（GWP）に関して、最新
の値を使うように常に努力しています。第三者の排出要
因データベースにおいて更新の時間差があり、また比較
を可能にする目的のため、値が異なる場合があります。
こうした情報源が AR6 の値に更新されたら速やかにそ
れらに合わせて、イケアのクライメートフットプリントの
計算が最新の IPCC 報告書に従って確実に行われるよう
にします。

バイオエネルギーによる温室効果ガス排出量に関して
は、CO2 の地球温暖化係数はゼロと想定されている一
方で、CH4 および N2O の地球温暖化係数は含まれてい
ます。

次のタイプの排出係数はレポート内で参照される可能性
があり、下記のように定義されます： 

•	 Well-to-Tank（WTT）：WTT 燃料とは、原燃料の採取、
精製、そして燃焼する前の自社施設（または所有地） 
までの輸送に関連した上流のスコープ 3 排出を指し
ます。

•	 Tank-to-Wheel（TTW）：TTW 排出は、変 換された
エネルギーの使用すべてを対象とし、車両による燃料
の燃焼中に発生する排出を指します。

•	 Well-to-Wheel（WTW）：WTT と TTW を 合 わ せ た
ものが、WTW 温室効果ガス排出量です。

原材料

原材料のクライメートフットプリントは、原材料の採取
からすべての加工過程およびイケアの一次サプライヤー
の出入り口までの輸送を含むプロセス合算型のフットプ
リントとして計算されます。一次サプライヤーではイケア
製品が製造され、それは「生産事業」のフットプリント
に含まれます。ecoinvent などのライフサイクルアセス
メント（LCA）データベースを使用して、原材料の量に、
リサイクル材含有量、再生可能素材含有量、調達国（特
定可能な場合）、素材メーカー（特定可能な場合）に固
有の排出係数を掛け合わせます。この排出係数は、セク
ターの平均値に基づいており、それをトレーサビリティ
のレベルと、その原材料のサプライチェーンに適用可能
な一次データに基づいてモデル化されています。トレー
サビリティのレベルが高ければ高いほど、または原材料
サプライヤーから入手する一次データの量が多ければ多
いほど、排出係数が改良され、イケアのサプライチェー
ンにより沿った係数になります。

原材料の量に関しては、1 年に 1 回以上は測定してフォ
ローアップできるようにシステムを整備しているため、す
べての木材と紙の測定データがあります。これにより、
およそ 3 四半期分の原材料の量を把握できます。その他
の原材料に関しては、現在、フォローアップできるシステ
ムがないため、一次サプライヤーと密接に連携して可能
な限り量を推定しています。私たちはより多くの原材料
を測定できるよう能力を改善している一方で、使用量の
少ない原材料については推定する必要があるため、原材
料のフットプリントは変わることがあります。ただし、こ
れまでのデータを常に修正しているのは、比較を可能に
し、データ品質ではなく原材料の改良による傾向を確認
できるようにするためです。

また、ecoinvent などのライフサイクルアセスメント
（LCA）データベースの排出係数はバージョン毎に更新
されるため、クライメートフットプリントも変わることが
あります。

食品原材料

食品原材料のクライメートフットプリントは、原材料と同
様に、食品工場での生産プロセス全般から計算されます。
食品原材料の量に関しては、グローバルな食品は製品ご
との原材料を測定するシステムが整備されています。市
場に特化した商品のほとんどは、レシピの詳細を把握で
きないことが多いため、現在は推定値となっています。
私たちは引き続き、データを推定する割合を下げること
を目指しているため、イケアの食品原材料のクライメー
トフットプリントは毎年より正確になります。そのため、
イケアのサステナビリティレポートを翌年度のものと比
較したときに内容が一致しない場合もあります。ただし、
これまでのデータを常に修正しているのは、比較を可能
にし、データ品質ではなく原材料の改良による傾向を確
認できるようにするためです。

また、ecoinvent などのライフサイクルアセスメント
（LCA）データベースの排出係数はバージョン毎に更新
されるため、クライメートフットプリントも変わることが
あります。

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録
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生産

生産事業のクライメートフットプリントは、イケアのホー
ムファニッシング、食品、部品、印刷媒体を生産するサ
プライチェーンの最終段階です。生産事業には、イケア
が 所 有 し IKEA Industry が 運 営 す る 工 場 と、IKEA 
Components の梱包部門と配送部門も含まれています。
フットプリントは、各一次サプライヤーまたは各部門の
スコープ 1 および 2 排出と、燃料およびエネルギーに関
する活動（スコープ 3、カテゴリー 3）として測定されます。
全部門が、消費エネルギー源と冷媒に関する一次データ
に加えて、購入したエネルギー（電気および地域冷暖房）
の再生可能エネルギーの属性を提供しています。各エネ
ルギー源に関連する温室効果ガス排出量は、GHG（温
室効果ガス）プロトコル（燃料の燃焼）、英国ビジネス・
エネルギー・産業戦略省（BEIS）（購入した燃料と冷媒
の上流排出）、国際エネルギー機関（購入した電気と熱）
により提供されている排出係数によって計算しています。

FY22 に、次のように計算方法をアップデートしました：

•	 以前は拠点ベースと市場ベースを組み合わせていまし
たが、代わりに市場ベースのアプローチによる再生可
能電力消費量と割合を測定します。

•	 最新の利用可能な BEIS のデータに基づいて、購入さ
れた燃料と冷媒の上流の排出のための排出係数を改
善しました。

•	 電力（発電および送配電損 失に関連した間接的な
WTT 排出量 ）の上流の排出のための排出係数を含み
ました。

•	 石炭由来および石油由来の燃料の割合の計算方法を
変更しました。以前は、総クライメートフットプリント
に占める割合として計算されていました（CO2 換算、
トン、パーセント）。しかし、再生可能電力の急速な
増加により、生産事業の総フットプリントに占める電
力の割合はますます小さくなり、石炭由来および石油
由来の燃料のフットプリントが減少していても、残り
のフットプリントに占める割合は大きくなってきていま
す。エネルギー消費量（％ kWh）の割合を測定する
方法に変えることで、この問題に対処しました。

製品輸送

製品輸送のクライメートフットプリントは、イケアのサプラ
イチェーンの業務、IKEA Industry、IKEA Components、
および IKEA Marketing & Communication に管理されて
いる輸送として測定されます。基本的に製品輸送とは、一
次サプライヤーからイケアの各部門までのすべての製品輸
送と、イケアの各部門間の製品輸送です。各輸送経路の
1 配送当たりの値として測定し、欧州規格 EN 16258 に沿っ
て計算されます。

FY22 に、次のように計算方法をアップデートしました：

•	 Global Logistics Emissions Council（GLEC）の GLEC
フレームワークに沿って、算定範囲を拡大しました。そ
れによって、イケアの製品輸送に関連する空車走行が
含まれ、製品輸送のフットプリントを 20％押し上げま
した。

イケアのリテール事業＆その他の業務

イケアのリテール事業＆その他の業務のクライメートフッ
トプリントは、Inter IKEA Group によるイケアの全業務

（店舗、倉庫、オフィスなど）と、各フランチャイジーに
よるイケアのリテール事業を対象にしています。これに
は、イケアが所有し IKEA Industry が運営する工場と、
IKEA Components のパッケージ（梱包）部門と配送部
門は含まれていません。これらは生産で報告されている
ためです。

フットプリントは、各部門のスコープ 1 および 2 排出と、
燃料およびエネルギーに関する活動（スコープ 3、カテ
ゴリー 3）として測定されます。全部門が、消費エネルギー
源と冷媒に関する一次データに加えて、購入したエネル
ギー（電気および地域冷暖房）の再生可能エネルギーの
属性を提供しています。

各エネルギー源に関連する温室効果ガス排出量は、GHG
（温室効果ガス）プロトコル（燃料の燃焼と冷媒）と国
際エネルギー機関により提供されている排出係数（購入
した電気と熱）によって計算しています。唯一の例外は
イケアのフランチャイジーである Ingka グループ で、
Ingka グループに関しては、燃料による温室効果ガス排
出量の計算に、英国ビジネス・エネルギー・産業戦略省

（BEIS）による排出係数を使用しています。イケアのビジ
ネス全体で排出係数をそろえる取組みが進行中です。

FY22 に、次のように計算方法をアップデートしました：

•	 最新の利用可能な BEIS のデータに基づいて、購入さ
れた燃料と冷媒の上流の排出のための排出係数を改
善しました。

•	 電力（発電および送配電損 失に関連した間接的な
WTT 排出量 ）の上流の排出のための排出係数を含み
ました。

コワーカーの通勤＆出張

コワーカーの通勤によるクライメートフットプリントは、
ストアに通勤するコワーカーを対象に行ったアンケート
に基づいて、イケアのフランチャイジーである Ingka グ
ループに関して計算します。そしてこのクライメートフッ
トプリントから、従業員数に基づいてその他のイケアビ
ジネスのフットプリントを推定しています。

出張のクライメートフットプリントに関しては、イケアの
旅行代理店がクライメートフットプリントの計算機能を
備えた旅行予約システムを使用して計算しています。ど
のクライメートフットプリントも、英国ビジネス・エネル
ギー・産業戦略省（BEIS）による排出係数を使用して計
算されています。

FY22 に、次のように計算方法をアップデートしました：

•	 以前の TTW に加えて、WTT 排出係数が追加されま
した。

•	 測定されたホテルのデータは、イケアのフランチャイ
ジーである Ingka グループのために追加されました。
今ではほかのイケアのフランチャイジーのためのホテ
ル宿泊の推定に使われていて、出張による総排出量
の精度を改善しています。

はじめに  |  クライメートポジティブを実現する  |  FY22の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  付録
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お客さまの来店＆配送サービス

お客さまの来店によるクライメートフットプリントは、お客
さまの数と、Brand Capital が実施したアンケートに基づ
いて、イケアストアレベルで計算しています。このアンケー
トは、移動手段ごとのお客さまのストアまでの平均的な移
動時間を調査したものです。この都市レベルでの移動手
段ごとの平均的な移動時間は、Numbeo を使用して距離
に換算されます。移動手段ごとの排出係数は、英国ビジ
ネス・エネルギー・産業戦略省（BEIS）のものを使用して
います。

イケアがカスタマーミーティングポイントへの来店を推進
している中で、お客さまとの新たな接点とお客さまの自宅
に商品を配送する新たなサービスをより適切に反映できる
ように、この方法を改訂していく予定です。

FY22 に、次のように計算方法をアップデートしました：

•	 以前のTTW に加えて、WTT 排出係数が追加されました。

•	 ここ数年間は、ラストマイル配送サービスのための距離
の推定が、大円距離を使って行われていましたが、実
際の車道のクラスタリングに基づいた距離の推定に変
わりました。クラスターは、店舗やローカルサービスセ
ンター、配送サービスタイプ、タイムスロット、配送日、
燃料タイプをベースにしています。リアルタイムクラス
タリングは、ラストマイル配送サービスの実際の排出量
について正確な見方を提供します。

•	 ラストマイル配送の排出量には、燃料ベースのアプロー
チが使われました。燃料消費量は、km 当たりの平均
燃料消費量を使って推定されました。正確なデータが
入手できないフランチャイジーの場合、推定データを
使用しています。

家庭での製品の使用

家庭での製品の使用のクライメートフットプリントは、家の
照明や家庭用設備機器、家電のエネルギー消費や、キャン
ドルの燃焼に基づいています。イケアのスマート家電は現
在フットプリントから除外されています。イケアのスマート
家電のクライメートフットプリントを測定する方法は現在開
発中で、FY23 のクライメートレポートに含まれる見込みで
す。エネルギー消費は、製品の耐用期間中のエネルギー消
費として、GHG（温室効果ガス）プロトコルに沿って測定
されます。すべてのエネルギー消費は基本的に電力消費で
あるため、その製品のエネルギー消費に、その製品を販売
した国の配電網のエネルギー消費を掛け合わせて、クライ
メートフットプリントを計算しています。キャンドルのクライ
メートフットプリントに関しては、ロウの量（重量）に、特
定のロウの燃焼時の特定の排出係数（GHG プロトコルによ
る排出係数）を掛け合わせて計算しています。

再生可能電力の割合の計算では、お客さま一人ひとりの
電力契約を調査をすることはできないため、拠点ベースの
アプローチが使われています。

製品寿命

製品寿命によるクライメートフットプリントは、原材料と
同様に計算しています。大きな違いはその範囲で、原材料
の生産プロセス全般ではなく、廃棄処分のフットプリント
です。販売された製品の原材料の重量に、その原材料の
廃棄処分の排出係数と各イケア市場におけるその国の平
均の廃棄物処理を掛け合わせて計算します。

現在、このモデルには、製品をリサイクルできるようにデ
ザインする取組みや、イケア店舗レベルの具体的な廃棄
物処理インフラは一切考慮されていません。

原材料の量の精度が向上しているため、また ecoinvent
などのライフサイクルアセスメント（LCA）データベースの
排出係数はバージョン毎にアップデートされるため、クラ
イメートフットプリントは変わることがあります。

その他

以上のクライメートフットプリントに加えて、現在は他の
分野ほど積極的に対応してない分野があります。こうした
分野のアジェンダが成熟して、ほかのクライメートフットプ
リントに統合されるまで、これらのエリアは「その他」の
カテゴリーに分類されます。これには、資本財、業務で
発生した廃棄物、リテール設備に関連する資材、コワー
カーのユニフォームなどが含まれます。透明性を確保する
ため、これらのフットプリントを計算して開示しています。
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大気汚染一覧表：イケアのバリューチェーン全体の排出量
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大気汚染物質（単位：トン） FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22

原材料 N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A

食品原材料 N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A

生産
PM2.5 1,757 1,724 1,854 2,019 1,755 1,518 1,510
NH3（アンモニア） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
SO2（二酸化硫黄） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
NOx（窒素酸化物） 3,785 3,798 3,858 3,870 3,532 3,076 3,154
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 3,375 3,230 3,495 4,007 3,523 3,079 3,111

製品輸送
PM2.5 775 769 774 733 638 727 742
NH3（アンモニア） 26 25 25 23 21 21 15
SO2（二酸化硫黄） 3,271 3,245 3,262 3,098 2,682 3,067 3,124
NOx（窒素酸化物） 13,125 13,023 13,104 12,393 10,827 12,350 12,477
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 327 324 329 305 269 315 324

イケアのリテール事業＆その他の業務
PM2.5 47 48 51 51 48 49 53
NH3（アンモニア） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
SO2（二酸化硫黄） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
NOx（窒素酸化物） 577 593 640 625 587 579 580
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 8 8 9 9 8 8 9

コワーカーの通勤＆出張 N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A

お客さまの来店＆配送サービス
PM2.5 1,248 1,369 1,508 1,841 1,601 1,378 1,380
NH3（アンモニア） 7 8 9 12 10 8 8
SO2（二酸化硫黄） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
NOx（窒素酸化物） 7,173 7,946 9,420 14,004 11,840 9,415 9,050
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 2,037 2,223 2,618 3,772 3,191 2,640 2,898

家庭での製品の使用
PM2.5 506 505 509 482 449 437 390
NH3（アンモニア） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
SO2（二酸化硫黄） N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A
NOx（窒素酸化物） 5,011 4,743 4,621 4,106 3,681 3,531 2,829
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 73 69 69 66 62 60 53

製品寿命
PM2.5 650 639 665 748 695 798 733
NH3（アンモニア） 743 765 788 868 840 919 853
SO2（二酸化硫黄） 206 210 217 200 193 209 190
NOx（窒素酸化物） 2,614 2,660 2,743 2,544 2,453 2,656 2,423
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 3,370 3,361 3,528 4,016 3,744 4,324 3,962
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大気汚染フットプリントの計算方法

全体

今年、私たちはバリューチェーン全体にわたる事業活動
に関する、初の大気汚染排出一覧表を公表しています。
バリューチェーンの重要な部分、特に原材料と食品原材
料が欠けていることに私たちは気付いていますが、大気
汚染の公表と取組みの重要性に関して意識を高めるだけ
でなく、現在私たちが明確に公表できる影響についても
透明性を持ちたいと考えています。このセクションの各項
目では、FY22 の計算で使用した範囲と方法を明記しま
す。私たちがさらに学び、ガイドラインが改善されると共
に、大気汚染一覧表も同様に改善されると思われます。

大気汚染フットプリントの計算は、Climate & Clean Air 
Coalition（気候と大気浄化の国際パートナーシップ）と
ストックホルム環境研究所による 「A Practical Guide 
for Business：Air Pollutant Emission Assessment」（企
業向け実用ガイド：大気汚染排出評価）に沿って行われ
ます（以下、「ガイド」という）。その策定には Inter IKEA 
Group も参加しました。

この計算モデルは、イケアのバリューチェーンとその役割
をできるだけ正確に反映するように、毎年見直されます。
これは、トレーサビリティを向上させるためと、条件付き
の推定値ではなく、サプライヤーのより具体的な情報への
アクセスを確保するためです。また、データサイエンスと
計算基準が向上しているためでもあります。過去の全デー
タを常に修正して、開示されたすべての実績が進捗を反映
し、計算が変わらないようにしています。

再生可能エネルギー消費に関して、市場ベースの方法を使
用して大気汚染フットプリントを計算するためのガイダン
スは現在ありません。そのため、大気汚染一覧表の計算は、

所在地ベースの方法、主にグリッド平均データに基づいて
います。

将来的には、イケアのクライメートアジェンダで取り組む
活動における気候ときれいな空気の両方に対する影響を
できるだけ開示することを目指しています。

この一覧表の作成はとても重要な第一歩ではあるものの、
この初年度に直面した 3 つの制約や課題もありました： 

1.	 ガイドでは、企業のバリューチェーン全体で大気汚染
物質排出に寄与する 6 つの重要な排出源を対象として
おり、電力消費、燃料燃焼（固定排出源）、輸送、産
業プロセス、農業、廃棄物が含まれます。時間とデー
タに制約があるため、現在このイケアの一覧表ではこ
れらの 6 つの重要な排出源のうち 4 つ（農業と産業プ
ロセス以外）を記載しています。

2.	排出係数は、 欧州監視評価計画（EMEP）/ 欧州環境庁
（EEA）のガイドラインにおいて、イケアのバリュー
チェーンの一部であるいくつかの重要な活動、具体的
には原材料を材料に加工するプロセスには利用できま
せんでした。つまり、すべての大気汚染物質排出が、
原材料の産業プロセスに含まれるわけではないという
ことです。

3.	輸送に関しては、単純化されたモデルを使用して排出を
定量化しました。これにより、この特定の排出源から発
生する大気汚染物質排出において不確実性を考慮でき
ます。

一覧表の編集のためのガイダンス内のベストプラクティス
において説明されているように、こうした制約や課題は
イケアのバリューチェーン全体の大気汚染物質排出の定

量化に取り組んできたチームによってはっきり描かれ、明
確に特定されてきました。私たちは既存の一覧表をさら
に改良していきます。

排出係数

使用したすべての排出係数は、ガイドによって提供され
たものです。ガイドの排出係数は、EMEP/EEA 大気汚染
物質排出インベントリガイドブック 2019 を参照していま
す。ガイドと EMEP/EEA によって提供された排出係数に
加え、いくつかの調整が行われて、一覧表に使われる大
気汚染参照データがつくられました：

•	 電力消費：この一覧表は、ガイドで提供されている、
電力を生成するために使われる燃料のさまざまな種類
に関する Tier1 排出係数に基づいています。各大気汚
染物質に関する国別の排出係数を設定するために、国
際エネルギー機関の電気出力に関する燃料ミックスの
データに、それぞれの Tier1 排出係数を組み合わせて
加重平均値を計算しています。

•	 燃料の燃焼（固定排出源）：この範囲の大気汚染物質
は、ガイドで提供される燃料の燃焼（固定排出源）に
関する Tier1 デフォルト排出係数に基づいています。
追加の調整は行われていませんが、活動データにおけ
るそれぞれの燃料への割り当てのみ行われています。

•	 廃棄物：ガイダンスから、Tier1 のさまざまな廃棄物処
理方法に関するデフォルト排出係数を一覧表のために
使用しました。これらの廃棄物処理方法は、国別の排
出 係 数 を算 出 するた め に、「OECD：Environment/
Was te /Munic ipal Was te – Generat ion and 

Treatment」の国別の処理方法の割合に対応してマッ
ピングされています。

原材料

原材料からの大気汚染は、現在私たちの開示情報には含
まれていません。その理由は、このフットプリントを十分
かつ正確に計算するためのデータの入手に制約があるた
めです。また、イケア商品に使われる原材料の Cradle to 
gate のライフサイクルアセスメント（LCA）に含まれるす
べての産業プロセスが、ガイドが提供する排出係数によっ
てカバーされるわけではないからです。

イケア内でのデータの利用可能性は改善し、大気汚染ガ
イダンスにおける産業プロセスの完全性は向上している
ため、原材料の大気汚染フットプリントの開示も可能に
なる見込みです。

食品原材料

食品原材料からの大気汚染は、フットプリントを十分か
つ正確に計算するためのデータの入手に制約があるため、
現在は含まれていません。

生産

生産事業における大気汚染フットプリントは、イケアの
ホームファニッシング、食品、部品、印刷媒体を生産す
るサプライチェーンの最終段階です。生産事業には、イ
ケアが所有し IKEA Industry が運営する工場と、IKEA 
Components の梱包部門と配送部門も含まれています。
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このフットプリントはエネルギーの自社施設での生成と
エネルギーの購入（電力、熱など）に基づいており、各
一次サプライヤーまたは各部門の GHG（温室効果ガス）
プロトコルにおけるスコープ 1 および 2 排出量に対応して
います。全部門が、消費エネルギー源に関する一次デー
タに加えて、購入したエネルギー（電気および地域冷暖房）
の再生可能エネルギーの属性を提供しています。各エネ
ルギー源に関連する大気汚染が、ガイドの排出係数を使
用して計算されています。

製品輸送

製品輸送の大気汚染フットプリントは、イケアのサプライ
チェーンの業務、IKEA Industry、IKEA Components、
および IKEA Marketing & Communication に管理され
ている輸送として測定されます。基本的に製品輸送とは、
一次サプライヤーからイケアの各部門までのすべての製
品輸送と、イケアの各部門間の製品輸送です。

各輸送経路の 1 配送当たりの値として測定され、EMEP/
EEA 大気汚染物質排出インベントリガイドブック 2019 を
使用して計算されています。

イケアのリテール事業＆その他の業務

イケアのリテール事業＆その他の業務の大気汚染フットプ
リントは、Inter IKEA Group によるイケアの全業務（店舗、
倉庫、オフィスなど）と、各フランチャイジーによるイケ
アのリテール事業を対象にしています。これには、イケア
が 所 有 し IKEA Industry が 運 営 す る 工 場 と、IKEA 

Components のパッケージ（梱包）部門と配送部門は含
まれていません。これらは生産で報告されているためです。

このフットプリントはエネルギーの自社施設での生成と
エネルギーの購入（電力、熱など）に基づいており、各
一次サプライヤーまたは各部門の GHG（温室効果ガス）
プロトコルにおけるスコープ 1 および 2 排出量に対応して
います。全部門が、消費エネルギー源に関する一次デー
タに加えて、購入したエネルギー（電気および地域冷暖房）
の再生可能エネルギーの属性を提供しています。各エネ
ルギー源に関連する大気汚染が、ガイドの排出係数を使
用して計算されています。

燃料の燃焼（固定排出源）による大気汚染は、現在私た
ちの開示情報には含まれていません。フットプリントに関
係のある業務範囲に関する活動データはあるものの、適
用できる大気汚染排出係数に関連付けるためにはやるべ
き作業がまだ残っています。

コワーカーの通勤＆出張

コワーカーの通勤に関する大気汚染は、正確なモデルが
まだ開発されていないため、計算されていません。

お客さまの来店＆配送サービス

お客さまの来店による大気汚染フットプリントは、お客さ
まの数と、Brand Capital が実施したお客さまのストアま
での移動手段、移動距離、移動時間に関するアンケート
に基づいて、イケア店舗レベルで計算しています。

店舗までの移動手段ごとの総移動距離が、それぞれの大
気汚染排出係数と掛け合わせられます。利用率も、移動
手段に適用されています。ホテル宿泊に伴う大気汚染は
計算されていません。自宅への配送サービスによる排出
に関して、EEA ガイドブックの 7.5 トン未満トラックの大
気汚染物質の係数がイケアのビジネスで使用するトラッ
クに対応すると考えられます。欧州排ガスクラスの種類
が不明の場合は、平均が検討されます。FY16-22 に関す
る大気汚染物質係数は、EMEP/EEA ガイドブックに基づ
いています。燃料タイプごとの距離は、それぞれの燃料
タイプの排出係数と掛け合わせられます。

家庭での製品の使用

家庭での製品の使用による大気汚染フットプリントは、
照明、家庭用設備機器、家庭用電子機器のエネルギー
消費に基づいています。キャンドルの燃焼は、現在除外
されています。イケアのスマート家電は現在フットプリン
トから除外されています。イケアのスマート家電のクライ
メートフットプリントを測定する方法は現在開発中で、
FY23 のクライメートレポートに含まれる見込みです。

エネルギー消費は、製品の耐用期間中のエネルギー消費と
して、GHG（温室効果ガス）プロトコルに沿って測定され
ます。基本的にエネルギー消費はすべて電力消費のため、
エネルギー消費に、国別の排出係数を掛け合わせて大気
汚染フットプリントを計算しています。これは、国際エネル
ギー機関（購入した電気） から提供されるエネルギーミッ
クスと、このガイドから提供される電力の生成に関するエ
ネルギー源別の排出係数を使用して計算されます。

製品寿命

製品寿命による大気汚染フットプリントは、原材料の際
と似た方法で計算しています。大きな違いはその範囲で、
原材料の生産プロセス全般ではなく、廃棄処分のフット
プリントです。販売された製品の原材料の重量に、その
原材料の廃棄処分の排出係数と各イケア市場におけるそ
の国の平均の廃棄物処理を掛け合わせて計算します。

現在、このモデルには、製品をリサイクルできるようにデ
ザインする取組みや、イケア店舗レベルの具体的な廃棄
物処理インフラは一切考慮されていません。
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